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白井市は
「市民と築く
安心で健康なまち

しろい」
を目指します。
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市民との直接対話
　皆さんと市長が対話する場として市民との直
接対話を4月から毎月1回開催します。対話内
容は自由で、気軽に何でも話していただいて結
構ですが、個人への中傷などはご遠慮ください。
今月の開催日は次のとおりです。
日時　22日㈬　午後1時30分～ 3時30分
※市長の公務により変更する場合があります。
場所　市役所1階ロビー
対象　市内在住・在勤・在学者　6組（申し込み順）
※1組は1人から3人程度とし、多人数での対話
は「ミニ懇談会」を活用ください。
対話時間　1組当たり20分程度
申・問　16日㈭から電話で秘書課広報広聴班内
線3371へ
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学部の目標・対象
募集コース 健康生活学部５期生 シニア学部５期生

目標

「健康」をキーワードに
体や心について幅広い視
点からさまざまなテーマ
で学習し、健康的な生活
や健康づくり活動の実践
を目指します

高齢期をより豊かに生
きるために学習を通じ
て、新たな友人や生き
がいをつくるとともに、
生涯にわたる主体的な
学習の実践を目指しま
す

こんな人に
お薦め

●心身の健康づくりに関
心があり実践していきた
い人
●いろいろな視点から健
康について学習したい人
●健康づくりの仲間をつ
くりたい人

●同年代の新たな出会
いや仲間を求めている
人
●さまざまな活動に参
加したい人
●いろいろなテーマで
積極的に学習したい人

講座開催日
主に水曜日（1年制） 主に金曜日（2年制）

※2年目は自主企画講
座が設定されています。

開催場所 市関連施設が中心

対象

市内在住・在勤20歳以
上　30人（過去3年以内
に同学部を受講した人
は除く）

市内在住･在勤55歳以
上　30人（過去3年以
内に同学部を受講した
人は除く）

受講料
無料
※交通費・保険代・材料費・施設入館料などの
実費が掛かる講座もあります。

※応募者多数の場合は市民大学校未受講者を優先した上で公
開抽選会を行います。
　自主企画講座とは受講生自らが講座を企画・運営するもの
です。
　講座場所によっては車・公共交通機関による移動が必要と
なりますので、各自で移動手段を確保してください。
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条例（素案）の概要
1　建築物などの制限
　地区整備計画内の建築物の用途、敷地および構造に係る制限（①から⑥）を定めます。
①建築物の用途の制限　②建築物の容積率の最高限度　③建築物の建ぺい率の最高限度　④建築
物の敷地面積の最低限度　⑤建築物の壁面の位置の制限　⑥建築物の高さの最高限度
2　建築物の敷地面積の制限の適用除外
　条例の施行・適用時に敷地面積規定に適合しないものおよび特定の公共事業の施行などに伴い
敷地面積が減少し規定に適合しなくなったものについては、建築物の敷地面積の最低限度の規定
を除外します。
3　建築物の敷地が地区整備計画区域の内外または地区計画の 2以上にわたる場合の措置
　建築物の敷地が計画区域の内外もしくは複数の計画区域にまたがる場合の措置を定めるもので、
用途の制限または敷地面積の最低限度は過半が属する区域の制限を適用します。
4　既存建築物に対する制限の緩和
　条例化する際、既に建築されている不適合の建築物については既存不適格建築物とし、増改築
などにおいて一定の範囲内で制限の適用を除外します。
5　罰則
　条例の目的を達成するため、建築物の用途、敷地および構造に係る制限に違反したものに対し、
罰則規定（罰金）を設けます。
6　適用地区　
　地区整備計画を定めている地区のうち、条例の周知が図れた地区を順次適用地区とします。
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あなたの意見を聞かせてください
～市長への手紙～

　まちづくりへの
建設的な意見・要
望などの提出は、
市役所および各セ
ンターに設置して
いる「市長への手
紙」を利用してく
ださい。Ｅメール
などでも受け付けています。
※意見などはホームページや広報紙に掲載する場
合があります（住所・氏名などの個人情報は除き
ます）。いただいた意見などに対する回答やその
内容について詳しく伺うことがありますので住
所・氏名・電話番号なども記入してください。
問　秘書課広報広聴班　内線3371

◆乳幼児医療費の助成拡大
　乳幼児医療費の助成範囲
を小学校卒業まで拡大して
ください。
答　市の乳幼児医療助成は
平成19年8月から通院・入
院に対する医療費の助成対
象を小学校就学前児までに
拡大したところです。県内の自治体（一部
を除く）では、白井市と同様に通院・入院
とも小学校就学前までを助成の対象年齢と
している状況です。市では子育て支援は重
要な施策と考え、さまざまな子育て支援施
策を行っておりますが、乳幼児医療費の助
成対象を小学校卒業まで拡大するには至っ
ていない状況です。この意見は今後の検討
の参考にします。
※平成21年4月から入院に対する医療費の
助成対象を小学校卒業まで拡大しています。

（関係課　健康課）

◆71人以上の学童保育所へ平成22
年度以降は国補助金廃止
　平成22年度から71人を越える学童保育所は
国からの補助金が打ち切られると聞いています。
公設・民営の現状を確認し、市の対策、対応を
検討してください。
答　市の放課後児童対策事業は財政の健全化な
ど事業の継続的な推進を図るため、国および県
の補助を活用し学童保育所運営委員会（保護者
会）との委託契約で実施しているところです。
国の放課後子どもプラン推進事業補助金交付要
綱が改正され、平成22年度以降、年間平均児童
数が71人以上の学童保育所は分割を行うなど適
正な人数規模への転換を図るよう、補助の廃止
が打ち出されています。
　市では児童数の増加に対応し、指導員の配置
基準の見直しなどを行い指導体制の強化を図っ
ていますが、今後とも児童数の増加が想定され
ることから、短期・長期的な対応策を検討し学
童保育所の運営が継続的に実施できるよう運営
委員会とも協議しながら実施していきます。

（関係課　児童家庭課）

◆テニスコートの子どもだけの使
用と使用料無料
　テニスコートを子ども
だけでも借りられるよう
にしてください。子ども
は無料にしてください。
答　テニスコートの子ど
もだけでの使用は小学生
以上であれば事前にス
ポーツ施設（テニスコー
ト）利用登録手続きを行うことで可能です。申請
の際、保険証など本人確認ができるものの持参や
小・中学生が登録される場合は保護者の承諾も必
要になるので、生涯学習課に必要事項・書類など
を問い合わせの上、手続きをお願いします。
　スポーツ施設の管理に掛かる経費の一部は利用
者が負担することになっていますので、子どもで
あっても使用料を負担するようお願いします。小・
中学生の使用料は一般の使用料より低額に設定し
ています。

（関係課　生涯学習課）

◆西白井駅北側ロータリーのガー
ドレール
　西白井駅北側広場
にガードレールが設
置され、今までのよ
うに短時間の駐車が
できなくなりました。
駐車できなくなった
車はわずかなスペー
スにひしめき、事故
になりそうな状況で
す。
答　ゼブラゾーン（安全地帯）は道路交通法で駐
車禁止となっており、車両は進入してはならない
と定められています。印西警察署では駐車違反の
取り締まりを何度か実施していますが、いっこう
に減らない状況であり、印西警察署の指導の下に
ガードレールでふさいだものです。これらの事情
などをご理解ください。

（関係課　建設課）

◆拾ったごみを出先機関で捨てら
れるように

　道路などに捨てられ
ているごみは気が付い
たときはできるだけ拾
うようにしていますが、
持ち帰り、収集日まで
保管するのは少し抵抗
があります。センター
などに拾ったごみを捨

てられるようになると助かります。
答　拾っていただいたごみは、センターに預け
ていただければ環境課が回収します。また清掃
活動に協力してくれる人には腕章やごみ袋の提
供を行っています。
　今後も啓発活動や看板などを設置し、環境美
化へのモラルの向上を図るとともに、快適な生
活環境づくりを目指しますので協力をお願いし
ます。

（関係課　環境課）

◆太陽光発電システムへの補助
　地球温暖化に貢
献するエコ活動も
重要と思い、太陽
光発電システムの
設置を検討してい
ます。他市では太
陽光発電システム
の設置に補助金を
支給しているところもあります。J―PECの
補助金もありますが、市として補助金の検
討をしてください。
答　地球温暖化防止対策の推進には住宅用
太陽光発電システムの普及が拡大されるこ
とは市としても望ましいことと考えていま
すが、補助制度の創設には至っていません。
住宅向け補助制度は国などでも動きを示し
ており、市ではその動向を注視しながら検
討していきます。

（関係課　環境課）

◆防災行政無線を活用した事
件発生放送
　最近、幼児が犯罪に巻き込まれる事件が
多発しています。防災無線で事件発生を市
民に周知し、犯罪の抑制につなげてほしい
です。
答　市には住民の生命、身体および財産を
災害から保護する責務があり、災害対策時
などの通信を図るため防災行政無線を設置
し円滑な運用に努めています。犯罪・事件
などの緊急対応として防災行政無線を使う
ことは、市民への影響などを考慮し印西警
察署や関係機関と協議の上、放送を行って
います。
　また県、印西警察署や市教育委員会から
の不審者情報や犯罪発生情報などを登録さ
れた携帯電話やパソコンに配信する「しろ
い安全・安心メール」で提供するとともに、
市ホームページに掲載し犯罪の抑止に努め
ています。

（関係課　交通防災課）

◆駅へのスロープ設置
　ベビーカーを担いでの階段昇降は大変な
ので、駅に降りる階段にスロープを設置し
てください。
答　白井駅階段へのスロープ設置は北総鉄
道㈱が平成22年度に駅構内のバリアフリー
化に伴い、改修を計画していると聞いてい
ます。

（関係課　企画政策課）

◆納税証明書の発行
　市役所に納税証明書を請求に行きましたが、
収納台帳で納付が確認できないため、発行でき
ないと言われました。家族が先週銀行で納付し
ましたが、銀行名は分からず、領収証書は持参
しなかったため、証明書を発行してもらえませ
んでした。
答　市税の納付が収納台帳で確認できないとき
は、銀行から送付される領収済通知書で確認を
しますが、これを怠ってしまいご迷惑をお掛け
しました。
　領収済通知書は納付後1週間から2週間で市の
指定金融機関である千葉銀行から市に届きます。
このため、銀行やコンビニで納付後2週間以内に
納税証明書が必要な場合、領収証書で確認する
か、市が銀行に納付を確認することにより、発
行することができますので申し出ください。

（関係課　収税課）

◆このほかの意見・要望
　皆さんからの主な市政への意見・要望と
回答は、市役所1階情報公開コーナーや各セ
ンター図書室で閲覧できるほか、市ホーム
ページに掲載しています。
問　秘書課広報広聴班　内線3371

市長への手紙

市民参加の
まちづくりを
積極的に進めます
～皆さんからたくさんの
意見や要望がありました～

　市では行政に対する皆さんの建設的な意
見や要望を「市長への手紙」などで受け付
けています。今号では平成20年度に市長
への手紙で寄せられた意見・要望とそれに
対する市の回答をいくつか紹介します。

市長と直接意見交換
～ミニ懇談会～

　まちづくりの身近な問題などについて、市長
と直接意見交換を行いませんか。ミニ懇談会は
少人数のグループで市長と気軽に自由なテーマ
で意見交換ができます。
対象　10人程度のグループ（自治会、任意団体、
サークルなど）
時間　午前9時～午後9時（１時間30分程度）
※土・日曜日、祝日も開催できます。
場所　申込者で設定
申・問　希望日時を電話で秘書課広報広聴班　
内線3371へ
※日程決定後、申込書の提出をお願いします。

西白井駅北側ロータリーのガードレール
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口
の
み
の
受
け
付
け
と
な
り
ま
す
。

【
添
付
書
類
】　

●
本
人
確
認
書
類
（
住
民
基
本
台
帳

カ
ー
ド
・
運
転
免
許
証
・
健
康
保
険

証
・
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
の
写
し
）

※
外
国
人
は
外
国
人
登
録
証
明
書
の

写
し
が
必
要
で
す
。

●
振
込
口
座
の
写
し（
金
融
機
関
名
、

口
座
番
号
、
口
座
名
義
人
が
記
載
さ

れ
た
部
分
）
ま
た
は
キ
ャ
ッ
シ
ュ

カ
ー
ド
の
写
し

※
長
期
間
使
用
し
て
い
な
い
口
座
の

場
合
、
金
融
機
関
側
で
口
座
を
閉
鎖

し
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、

普
段
か
ら
使
用
し
て
い
る
口
座
に
し

て
く
だ
さ
い
。

　

口
座
番
号
や
口
座
名
義
人
の
記
載

間
違
い
が
あ
る
と
振
り
込
み
が
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

【
申
請
場
所
】

郵
送
申
請　

申
請
書
、世
帯
員
一
覧
、

委
任
状
（
代
理
申
請
な
ど
の
場
合
）

お
よ
び
添
付
書
類
を
返
信
用
封
筒
で

商
工
振
興
課
へ

窓
口
申
請　

郵
送
の
場
合
と
同
様
の

書
類
（
本
人
確
認
書
類
お
よ
び
振
込

先
口
座
は
原
物
の
持
参
も
可
）
を
商

工
振
興
課
へ

※
そ
の
ほ
か
臨
時
の
申
請
場
所
を
右

表
の
と
お
り
設
け
ま
す
。

【
申
請
期
間
】

4
月
20
日
㈪
〜
10
月
20
日
㈫
（
窓
口

は
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

※
郵
送
申
請
の
場
合
は
当
日
消
印
有

効
で
す
。

　

申
請
期
限
ま
で
に
申
請
さ
れ
な

か
っ
た
場
合
、
定
額
給
付
金
の
受
給

を
辞
退
し
た
も
の
と
し
ま
す
。

◆
給
付
方
法
・
給
付
予
定
日

　

給
付
は
原
則
口
座
振
り
込
み
で
、

5
月
下
旬
か
ら
順
次
行
い
ま
す
。
口

座
が
な
い
人
な
ど
に
は
現
金
で
給
付

し
ま
す
が
、
給
付
日
は
口
座
振
り
込

み
よ
り
遅
く
な
り
ま
す
。
給
付
予
定

日
は
申
請
書
提
出
後
に
送
付
す
る
給

付
決
定
通
知
書
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

◆
そ
の
ほ
か　

　

偽
り
そ
の
ほ
か
不
正
の
手
段
に
よ

り
、
定
額
給
付
金
の
給
付
を
受
け
た

場
合
、
既
に
給
付
を
受
け
た
定
額
給

付
金
の
返
還
を
求
め
ま
す
。
定
額
給

付
金
の
給
付
を
受
け
る
権
利
は
譲
り

渡
し
、
ま
た
は
担
保
に
供
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

市
内
で
の
消
費
に
協
力
を

　

定
額
給
付
金
は
生
活
支
援
と
経
済

対
策
の
た
め
に
行
わ
れ
る
も
の
で
す
。

地
域
経
済
の
活
性
化
の
た
め
に
、
市

内
で
の
消
費
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問　

商
工
振
興
課
商
工
振
興
班　

内

線
3
2
4
3
・
4

く
な
ら
れ
た
給
付
対
象
者
の
居
住
地

と
同
一
の
場
所
を
住
所
ま
た
は
居
住

地
と
し
、
か
つ
生
計
を
共
に
し
て
い

た
人
の
う
ち
か
ら
選
ば
れ
た
人
が
申

請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

【
代
理
に
よ
る
申
請
・
受
給
】

　

次
の
い
ず
れ
か
の
人
で
あ
れ
ば
、

世
帯
主
に
代
わ
っ
て
申
請
・
受
給
が

行
え
ま
す
。

●
世
帯
主
と
同
じ
世
帯
の
世
帯
構
成

者●
基
準
日
に
世
帯
主
と
同
一
の
居
住

地
と
し
、
か
つ
生
計
を
共
に
し
て
い

た
外
国
人

●
世
帯
主
の
法
定
代
理
人（
親
権
者
、

未
成
年
後
見
人
、
成
年
後
見
人
、
代

理
権
付
与
の
審
判
が
な
さ
れ
た
保
佐

人
お
よ
び
代
理
権
付
与
の
審
判
が
な

さ
れ
た
補
助
人
）

●
世
帯
主
本
人
に
よ
る
申
請
・
受
給

が
困
難
な
場
合
は
民
生
委
員
、
自
治

会
長
、
世
帯
主
の
親
類
な
ど

◆
申
請
方
法

　

申
請
は
郵
送
ま
た
は
窓
口
で
で
き

ま
す
。
市
か
ら
送
付
さ
れ
た
申
請
書

と
世
帯
員
一
覧
の
内
容
を
確
認
し
、

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
次
の
書
類

を
添
付
し
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
代

理
申
請
・
代
理
受
給
に
は
委
任
状
が

必
要
で
す
。
定
額
給
付
金
受
給
ま
で

の
流
れ
は
下
図
の
と
お
り
で
す
。

※
外
国
籍
を
有
す
る
人
で
在
留
期
間

が
平
成
21
年
2
月
1
日
か
ら
10
月
20

日
ま
で
に
満
了
す
る
人
は
東
京
入
国

管
理
局
で
在
留
期
間
を
更
新
し
、
白

井
市
で
外
国
人
登
録
を
変
更
し
て
く

だ
さ
い
。
該
当
す
る
人
の
申
請
は
窓

　

多
子
世
帯
の
幼
児
教
育
期
に
お
け

る
子
育
て
を
支
援
す
る
目
的
で
、
幼

児
教
育
期
に
あ
る
第
2
子
以
降
の
子

が
い
る
世
帯
の
世
帯
主
に
対
し
、
子

育
て
応
援
特
別
手
当
を
支
給
し
ま
す
。

◆
支
給
対
象

　

支
給
対
象
は
平
成
21
年
2
月
1
日

（
基
準
日
）
に
対
象
と
な
る
子
ど
も

の
属
す
る
世
帯
の
世
帯
主
で
あ
っ
て
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
で
す

（
基
準
日
に
他
市
区
町
村
に
住
所
が

あ
っ
た
人
は
そ
の
住
所
地
に
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
）。

●
白
井
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
載

さ
れ
て
い
る
人

●
白
井
市
の
外
国
人
登
録
原
票
に
登

録
さ
れ
て
い
る
人
（
在
留
資
格
な
ど

の
条
件
が
あ
り
ま
す
）

【
対
象
と
な
る
子
ど
も
】

　

生
年
月
日
が
平
成
14
年
4
月
2
日

か
ら
平
成
17
年
4
月
1
日
ま
で
の
第

2
子
以
降
の
子
ど
も

※
基
準
日
、
住
民
基
本
台
帳
、
外
国

人
登
録
が
支
給
対
象
者
と
同
様
で
あ

る
こ
と
が
要
件
で
す
。

　

第
2
子
以
降
の
子
ど
も
の
判
定
は

18
歳
以
下
（
生
年
月
日
が
平
成
2
年

4
月
2
日
以
後
）
の
子
ど
も
の
中
か

ら
年
齢
順
に
第
1
子
、
第
2
子
と
数

え
ま
す
。

　

第
1
子
が
別
居
し
て
い
る
場
合
は
、

第
2
子
以
降
の
子
ど
も
と
同
じ
世
帯

主
に
第
1
子
が
扶
養
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
要
件
と
し
て
第
2
子
以
降
の
子

ど
も
が
支
給
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

◆
支
給
額　

　

支
給
対
象
と
な
る
子
ど
も
1
人
に

付
き
3
6
、
0
0
0
円
で
す
。

◆
申
請
方
法

　

申
請
は
郵
送
ま
た
は
窓
口
で
で
き

ま
す
。
市
か
ら
支
給
対
象
者
へ
申
請

書
を
4
月
20
日
㈪
ま
で
に
郵
送
し
ま

す
の
で
、
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
必
要
書
類
を
添
付
し
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

※
必
要
書
類
な
ど
詳
細
は
市
か
ら
送

付
す
る
申
請
書
の
郵
送
物
に
記
載
し

ま
す
の
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

第
1
子
が
別
居
の
場
合
で
支
給
の

対
象
と
な
る
子
ど
も
が
い
る
場
合
に

は
、
申
請
書
が
郵
送
さ
れ
ま
せ
ん
の

で
、
該
当
者
は
児
童
家
庭
課
ま
で
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

【
申
請
期
間
】

4
月
20
日
㈪
〜
10
月
20
日
㈫
（
窓
口

は
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

※
郵
送
申
請
の
場
合
は
当
日
消
印
有

効
で
す
。

申
・
問　

児
童
家
庭
課
児
童
家
庭
班

内
線
5
3
1
2
へ

定
額
給
付
金
の
目
的

　

定
額
給
付
金
は
景
気
後
退
下
で
の

住
民
の
不
安
に
対
処
す
る
た
め
、
住

民
へ
の
生
活
支
援
を
行
う
こ
と
を
目

的
と
し
、
併
せ
て
住
民
に
広
く
給
付

す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
経
済
対

策
に
資
す
る
も
の
で
す
。

定
額
給
付
金
の
受
給

　

定
額
給
付
金
申
請
書
を
各
世
帯
主

（
外
国
人
は
給
付
対
象
者
個
人
）
に

送
付
し
ま
す
の
で
、
申
請
期
限
ま
で

に
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
方

法
な
ど
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
給
付
対
象
者

　

給
付
対
象
者
は
平
成
21
年
2
月
1

日
（
基
準
日
）
現
在
で
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
人
で
す
（
基
準
日
に

他
市
区
町
村
に
住
所
が
あ
っ
た
人
は

そ
の
住
所
地
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
）。

●
白
井
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
録

さ
れ
て
い
る
人

●
白
井
市
の
外
国
人
登
録
原
票
に
登

録
さ
れ
て
い
る
人
（
不
法
滞
在
者
お

よ
び
短
期
滞
在
者
は
対
象
外
）

◆
給
付
額

　

給
付
対
象
者
1
人
に
付
き
1
2
、

0
0
0
円
で
す
。

　

基
準
日
に
お
い
て
65
歳
以
上
の
人

お
よ
び
18
歳
以
下
の
人
は
1
人
に
付

き
2
0
、0
0
0
円
で
す
。

※
基
準
日
に
お
い
て
65
歳
以
上
と
は

昭
和
19
年
2
月
2
日
以
前
に
生
ま
れ

た
人
で
、
18
歳
以
下
と
は
平
成
2
年

2
月
2
日
か
ら
平
成
21
年
2
月
1
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
す
。

◆
申
請
・
受
給
者

　

申
請
・
受
給
者
は
給
付
対
象
者
の

属
す
る
世
帯
の
世
帯
主
（
外
国
人
は

各
給
付
対
象
者
）
で
す
。

【
世
帯
主
が
亡
く
な
ら
れ
た
場
合
】

　

基
準
日
以
降
に
世
帯
主
が
亡
く
な

ら
れ
た
場
合
は
、
新
た
に
当
該
世
帯

の
世
帯
主
と
な
っ
た
人
が
申
請
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。
世
帯
主
が
亡
く

な
ら
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
世
帯
の
分

離
を
行
っ
た
場
合
な
ど
は
基
準
日
に

お
い
て
当
該
世
帯
の
世
帯
構
成
者

だ
っ
た
人
の
う
ち
か
ら
選
ば
れ
た
人

が
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

【
外
国
人
の
給
付
対
象
者
が
亡
く
な

ら
れ
た
場
合
】

　

基
準
日
以
降
に
給
付
対
象
者
が
亡

く
な
ら
れ
た
場
合
は
、
基
準
日
に
住

民
基
本
台
帳
ま
た
は
外
国
人
登
録
原

票
に
記
録
・
登
録
の
あ
る
人
で
、
亡

臨時申請場所
日　程 時　間 場　所

4月20日㈪～ 5月2日㈯
※土・日曜日、祝日も
受け付けます。

午前8時30分～
午後5時 市役所１階ロビー

4月25日㈯
午前9時～正午 公民センター
午後1時～ 4時 冨士センター

4月26日㈰
午前9時～正午 桜台センター
午後1時～ 4時 西白井複合センター

※各センターは駐車スペースが少ないのでご注意ください。

17
日
㈮
に
申
請
書
を
発
送

〜
給
付
開
始
は
5
月
下
旬
か
ら
〜

子
育
て
応
援
特
別
手
当
を
支
給

〜
対
象
者
へ
申
請
書
を
送
付
し
ま
す
〜

　定額給付金や子育て応援特別手
当の給付を装った「振り込め詐欺」
や「個人情報の詐取」にご注意く
ださい。申請書の内容に不明な点
があった場合に市から問い合わせ
を行うことがありますが、ＡＴＭ
（現金自動預払機）の操作をお願い
することや給付のための手数料な
どの振り込みを求めることは絶対
にありません。不審な電話がかかっ
てきた場合や市以外のあて先に回
答などをする不審な郵送物が届い
た場合は、すぐに市または警察に
連絡してください。

給付を装った詐欺に
ご注意

定額給付金

定額給付金受給までの流れ

⬇
市から定額給付金申請書が届く

郵送するもの
●申請書
●本人確認書類の写し
●振込口座の通帳の写し
（キャッシュカードの写
しでも可）

など

郵送で申請 窓口で申請
持参するもの

●申請書
●本人確認書類またはそ
の写し
●振込口座の通帳または
その写し（キャッシュカー
ドまたはその写しでも可）

など

口座振込の人

後日、給付決定通知書兼振込（現金給付）予定日
通知が届く

口座に振り込み 商工振興課で
現金を受け取る

⬇

⬇⬇
現金給付の人

（口座を持ってい
ない人）

⬇

⬇

⬇

⬇

　

市
で
は
今
月
17
日
㈮
に
「
定
額
給
付
金
」
の
申
請
書
を
発
送
し
、
5
月
下
旬
か
ら
順
次
給

付
し
ま
す
。
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お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

　市では「市民サービスの向上」と「経費節減」を図るため、複合施設など
の管理に指定管理者制度を導入し、民間事業者などに管理運営を委託してい
るところです。
　平成22年度は西白井複合センター・桜台センターに指定管理者制度の導入
を予定しているため、指定管理者制度の概要などの説明会を下表のとおり開
催します。

指定管理者制度導入説明会

複合施設名 西白井複合センター 桜台センター

日時
26日㈰
午前10時～正午

26日㈰
午後2時～ 4時

場所
西白井複合センター 2階
レクリエーションホール

桜台センター 2階
レクリエーションホール

対象 市民および西白井複合センター・桜台センター利用者

内容 指定管理者制度の概要、出張所業務の説明

問い合わせ
西白井複合センター
☎（492）1011

桜台センター
☎（491）7111

西白井複合センター・
桜台センター

指定管理者制度導入に伴う
説明会

　

市
職
員
の
人
事
異
動
と
組
織
変
更

な
ど
を
4
月
1
日
付
け
（
退
職
は
3

月
31
日
付
け
）
で
行
い
ま
し
た
。

◆
課
長
職
以
上
の
人
事
異
動

　

課
長
職
以
上
の
異
動
は
次
の
と
お

り
で
、（　

）
は
旧
所
属
で
す
。

【
部
長
職
】

会
計
管
理
者　

山
﨑
洋
一
郎
（
議
会

事
務
局
長
）　

市
民
経
済
部
長　

伊

澤
史
夫
（
健
康
福
祉
部
長
）　

健
康

福
祉
部
長　

伊
藤
道
行
（
市
民
経
済

部
長
）　

議
会
事
務
局
長　

佐
藤
隆

司
（
会
計
管
理
者
）

【
課
長
職
】

▼
総
務
部　

秘
書
課
長　

黒
澤
博
史

（
文
化
課
長
）　

収
税
課
長　

岩
井

道
夫
（
生
涯
学
習
課
）

▼
市
民
経
済
部　

農
政
課　

染
谷
善

市
（
秘
書
課
長
）

▼
健
康
福
祉
部　

高
齢
者
福
祉
課
長

小
林
文
夫
（
保
健
福
祉
相
談
室
長
）

児
童
家
庭
課
長　

林
友
子
（
高
齢
者

福
祉
課
長
）　

保
健
福
祉
相
談
室
長

川
上
好
正
（
総
務
課
副
主
幹
）　

健

康
課
長　

中
村
一
男
（
児
童
家
庭
課

長
）

▼
環
境
建
設
部　

建
設
課
長　

内
藤

健
作
（
農
政
課
長
）

▼
教
育
部　

生
涯
学
習
課
長　

伊
藤

勝
（
収
税
課
長
）　

文
化
課
長　

秋

本
善
久
（
健
康
課
長
）

【
退
職
】

▼
環
境
建
設
部　

建
設
課
長　

鈴
木

源
太
郎

◆
組
織
変
更
な
ど

　

企
画
政
策
課
内
に
男
女
共
同
参
画

室
を
設
置
、
こ
れ
ま
で
企
画
政
策
課

で
行
っ
て
い
た
男
女
共
同
参
画
・
国

際
理
解
の
推
進
関
係
事
務
に
加
え
、

総
務
課
で
行
っ
て
い
た
平
和
施
策
関

係
事
務
、
市
民
課
で
行
っ
て
い
た
人

権
啓
発
関
係
事
務
を
新
た
に
行
う
こ

と
と
し
、
人
権
尊
重
に
関
連
す
る
事

務
を
総
括
す
る
組
織
と
し
て
積
極
的

に
取
り
組
み
ま
す
。

問　

総
務
課
人
事
班　

内
線
3
3
1

4　

市
職
員
の
人
事
異
動
・

組
織
変
更
な
ど

　任期満了により3月29日に行われた千葉県知事選挙の白井市
での投票率は47.97㌫（県全体は45.56㌫）で森田健作候補が当
選しました。開票結果は下表のとおりです。
■問　選挙管理委員会　内線3312

千葉県知事選挙開票結果　　　　（得票順）

氏　名
得票数

白井市 県全体

当選 森田健作 9,220 1,015,978

吉田たいら 6,718    636,991

白石ますみ 3,879    346,002
八田英之 1,311    136,551
西尾けんいち    866      95,228

　特定疾患指定の難病、拡張型心筋症と診断され、心臓移植手術を受け

るために3月9日にアメリカへ渡っていたさくちゃん（高橋さくらちゃん）

が、コロンビア大学病院で移植手術を受けた後、容体が急変し3月20日（日

本時間）に亡くなりました。

　さくちゃんは昨年の10月に難病と診断され、病状を考えた友人や知人

たちが「さくちゃんを救う会」を結成し、移植手術などに必要な1億1,700

万円を目標に募金活動を展開していました。

　同会が集めた募金は1億6,759万5,509円（日本時間の3月20日現在）で、

使用しなかった募金は会計報告後に同じような病気で苦しむ子どもへ寄

付します。

【さくちゃんお別れ会】

　さくちゃんの写真を見ながら、生前さくちゃんを応援してくださった

皆さんにさくちゃんとのお別れの時間を過ごしていただきます。

　当日は平服で来てください。香典は辞退します。

日時　4月26日㈰　午後1時～ 3時

場所　文化会館中ホール

■問　さくちゃんを救う会　廣澤 daihyo@saku-chan.jp

さくちゃん安らかに

新 知 事 に 森 田 候 補

白井市役所

西白井複合センター 桜台センター

寄
付
金
は
税
額
控
除
さ
れ
ま
す

　

白
井
市
を
は
じ
め
、
県
や
市
区
町

村
な
ど
に
寄
付
を
す
る
と
、
市
・
県

民
税
が
軽
減
さ
れ
る
寄
付
金
控
除
制

度
が
あ
り
ま
す
。

　

控
除
を
受
け
る
場
合
は
確
定
申
告

が
必
要
で
す
。

控
除
対
象
の
寄
付
金

●
都
道
府
県
・
市
区
町
村
に
対
す
る

寄
付
金

●
千
葉
県
共
同
募
金
会
に
対
す
る
寄

付
金

●
日
本
赤
十
字
社
千
葉
県
支
部
に
対

す
る
寄
付
金

●
千
葉
県
内
に
主
た
る
事
務
所
が
あ

る
独
立
行
政
法
人
・
公
益
社
団
法
人
・

公
益
財
団
法
人
・
認
定
特
定
非
営
利

活
動
法
人
（
国
税
庁
長
官
の
認
定
を

受
け
た
も
の
）

●
県
内
に
学
校
を
設
置
す
る
国
立
大

学
法
人
・
学
校
法
人

※
入
学
1
年
目
の
年
末
ま
で
に
支

払
っ
た
学
校
に
対
す
る
寄
付
は
、
原

則
と
し
て
寄
付
金
控
除
の
対
象
と
な

り
ま
せ
ん
。

●
県
内
で
社
会
福
祉
事
業
を
行
う
社

会
福
祉
法
人

寄
付
金
控
除
額

　

寄
付
金
額
か
ら
5
、
0
0
0
円
を

差
し
引
い
た
額
の
10
㌫
（
市
民
税
分

6
㌫
、
県
民
税
分
4
㌫
）
が
控
除
さ

れ
ま
す
。
控
除
対
象
と
な
る
寄
付
金

額
の
合
計
が
総
所
得
金
額
な
ど
の
30

㌫
を
超
え
る
場
合
は
総
所
得
金
額
な

ど
の
30
㌫
が
控
除
対
象
で
す
。

問　

課
税
課
市
民
税
班　

内
線
3
1

3
1
〜
3

寄
付
を
す
る
場
合
は

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
「
寄
附
金

採
納
願
」
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
郵
便
か
フ
ァ

ク
ス
、
E
メ
ー
ル
、
寄
付
を
す
る
担

当
課
へ
直
接
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

社
会
福
祉
事
業
推
進
基
金

　

社
会
福
祉
事
業
推
進
基
金
は
難
病

疾
患
者
、
紙
お
む
つ
等
給
付
費
な
ど

市
の
福
祉
事
業
に
役
立
て
る
基
金
で

す
。

　

こ
の
基
金
へ
の
寄
付
は
寄
付
金
控

除
制
度
の
対
象
で
す
。

問　

社
会
福
祉
課
厚
生
班
☎
（
4
9

7
）
3
4
8
2

〜

寄

付

金

控

除

制

度

〜
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ナ
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行　政

番号 講座名 担当課等名
1 広報紙の役割・作り方 秘書課
2 総合計画

企画政策課

3 事務事業評価
4 情報化
5 国際交流
6 男女共同参画社会づくり
7 統計から見る白井市
8 市の財政状況

財政課
9 行政改革
10 議会とは 議会事務局
11 市税 課税課

市　民　参　加

番号 講座名 担当課等名
12 自治会活動の紹介

市民参加推進課
13 参加・協働によるまちづくり

14
市民参加を推進するための市民
参加条例について

保　険

番号 講座名 担当課等名
15 国民年金制度

保険年金課16 国民健康保険制度
17 後期高齢者医療制度
18 介護保険制度

高齢者福祉課
19 地域包括支援センター

福　祉

番号 講座名 担当課等名
20 高齢者在宅福祉 高齢者福祉課
21 障害者福祉 社会福祉課
22 児童福祉 児童家庭課
23 生活保護制度 保健福祉相談室
保　健　・　医　療
番号 講座名 担当課等名

24
目指せ！活き活き健康ライフ 
～寝たきり予防のセルフケアに
ついて～

高齢者福祉課

25 知って　活かして　生活改善 
～生活習慣病を予防しよう～

健康課

26 健康増進ルームを活用した健康
づくりのススメ

27
「歯っぴいスマイル講座」 
～子どもから大人までの歯の健
康づくりを考えよう！～

28 赤ちゃんの心を育てよう 
～スキンシップのすすめ～

29 あっ！危ない！子どもの事故予防

30 ホームドクターはパパ＆ママ 
～子どもの健康管理について～

31 いただきます！からはじめよう
32 新型インフルエンザに備えよう！

環　境

番号 講座名 担当課等名
34 環境基本計画

環境課
35 ISO14001とは
36 市の自然
37 ごみとリサイクル
38 印西クリーンセンターを知ろう

都　市

番号 講座名 担当課等名
39 都市計画

都市計画課40 緑の基本計画
41 地区のまちづくり
42 市営水道のしくみ

上下水道課
43 下水道

防　災

番号 講座名 担当課等名
44 地域・家庭の防災対策 交通防災課

教　育

番号 講座名 担当課等名
45 生涯学習 生涯学習課
46 小・中学校児童生徒の「不登校」

教育センター室47 子どもの健康づくり
48 子どものしつけと家庭教育
49 白井市の文化財 文化課
50 図書館の賢い使い方 図書館

　市では市職員が皆さんの学習会場へ直接伺って、市政の取り組みなどを講義する「なるほど行政講座」
を実施しています。今年度実施する50の講座の中から希望の講座を選んで申し込みください。

なるほど行政講座

　平成21年度白井なるほど行政講座一覧

　

女
性
生
き
生
き
相
談
は
主
に
配
偶

者
間
暴
力
な
ど
に
関
す
る
相
談
を
受

け
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
セ
ク
シ
ュ

ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
家
族
問
題
、

人
間
関
係
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
に

専
門
の
相
談
員
が
対
応
し
ま
す
。
1

人
で
悩
ま
ず
、
心
を
開
く
き
っ
か
け

と
し
て
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。
相
談

は
電
話
で
も
受
け
ま
す
が
、
直
接

会
っ
て
面
談
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し

ま
す
。

　

相
談
を
希
望
す
る
人
は
事
前
に
電

消　費
番号 講座名 担当課等名
33 消費生活の豆知識 商工振興課

人 権 相 談・ 行 政 相 談
　毎月市内の各会場を巡回して相談員による相談を実施しています。相談料
は両相談ともに無料で日程・場所は下表のとおりで、時間は午前10時から午
後3時です。
【人権相談】
　いじめ、差別、親子・夫婦・相続などの家庭問題、近隣とのトラブル
人権擁護委員（敬称略）
　二神英男、富沢賢司、中村恭子
■問　企画政策課男女共同参画室　内線3354
【行政相談】
　国の仕事や特殊法人の仕事（登記事務、年金、国道、旅券、ＮＴＴなど）
についての意見・要望など
行政相談委員（敬称略）
　原田敏子、中村淑子
■問　市民課戸籍班　内線3144・5

日程 場所
4月9日㈭ 市役所
5月14日㈭ 西白井複合センター
6月11日㈭ 市役所
7月9日㈭ 桜台センター
8月はありません
9月10日㈭ 公民センター

日程 場所
10月8日㈭ 市役所
11月12日㈭ 白井駅前センター
12月10日㈭ 市役所
1月14日㈭ 冨士センター
2月12日㈮ 市役所
3月11日㈭ 福祉センター

人権相談・行政相談日程表

女
性
生
き
生
き
相
談
が　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

毎
月
2
回
に

話
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

毎
月
第
2
・
第
4
木
曜
日　

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

場
所　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

申
・
問　

企
画
政
策
課
男
女
共
同
参

画
室　

内
線
3
3
5
4
へ

男
女
共
同
参
画
推
進
情

報
誌
編
集
委
員
を
募
集

　

年
2
回
発
行
の
男
女
共
同
参
画
情

報
誌
「
ス
テ
ッ
プ
」
の
編
集
委
員
を

募
集
し
ま
す
。
よ
り
親
し
み
の
あ
る

情
報
誌
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

任
期　

委
嘱
日
か
ら
平
成
22
年
3
月

31
日
㈬
ま
で

従
事
日
数　

発
行
1
回
に
付
き
10
日

程
度

対
象　

市
内
在
住
満
18
歳
以
上　

4

人
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
選
考
基

準
に
よ
り
選
考
）

※
選
考
基
準
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

内
容　

企
画
、
文
章
作
成
、
レ
イ
ア

ウ
ト
、
校
正
な
ど
情
報
誌
作
成
全
般

報
償　

年
2
万
円

申
・
問　

4
月
30
日
㈭
ま
で
に
所
定

の
申
込
書
（
企
画
政
策
課
・
各
セ
ン

タ
ー
・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま

す
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
郵

送
・
Ｅ
メ
ー
ル
か
直
接
企
画
政
策
課

男
女
共
同
参
画
室　

内
線
3
3
5
5

へ

講座日時　祝日と年末年始を除く毎日　午前9時～午後9時（1講座1時間30分以内）
場所　市内の指定された場所
※会場の手配や進行、参加者への通知は主催者（講座依頼者）側でお願いします。
対象　市内在住・在勤・在学で、おおむね10人以上の団体・自治会・ＰＴＡ・学習グループ、学校や
会社で行う研修会など
※営利・政治・宗教目的の催しなどには利用できません。
講座名・担当課等名　下表のとおり
参加費　無料（材料費などは実費が掛かる場合があります）
■申・■問　開催予定日の20日前までに、市ホームページにある「ちば電子申請・届出システム」に入力
するか、直接企画政策課企画政策班　内線3352・3・6へ
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農
業
と
主
食
の
「
米
」
に
つ
い
て

理
解
と
関
心
を
深
め
て
も
ら
い
、
農

業
の
活
性
化
と
地
産
地
消
の
推
進
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
、
Ｊ
Ａ
西
印
旛

農
産
物
直
売
組
合
白
井
支
部
と
共
催

で
田
植
え
体
験
を
開
催
し
ま
す
。

リサイクルマーケット

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　福祉事業の向上に寄与する目的で
柏レイソル選手会から「柏レイソル
対鹿島アントラーズ戦」のスーパー
シート観戦チケットが寄贈されまし
た。
試合日時　5月16日㈯　午後4時～

試合会場　日立柏サッカー場
対象　市内在住のひとり親家庭の子とその保護者　12席（申し込み順）
※子ども2人、保護者1人の場合は3席分を差し上げます。　
■申・■問　児童家庭課児童家庭班☎（497）3487へ

ひとり親家庭へ
柏レイソル観戦チケットプレゼント

日
時　

5
月
16
日
㈯　

午
前
9
時
〜

場
所　

木
地
区
の
水
田
（
や
お
ぱ
ぁ

く
付
近
）

対
象　

家
族
や
団
体
な
ど　

1
0
0

人
（
申
し
込
み
順
）

内
容　

田
植
え
体
験
、
昼
食

参
加
費　

1
人
5
0
0
円

申　

5
月
6
日
㈬
ま
で
に
所
定
の
申

込
用
紙
（
や
お
ぱ
ぁ
く
・
市
農
政
課

に
あ
り
ま
す
）
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
フ
ァ
ク
ス
か
直
接
Ｊ
Ａ
西

印
旛
農
産
物
直
売
所
や
お
ぱ
ぁ
く
☎

（
4
9
8
）
2
0
0
7
・
℻
（
4
9
8
）

2
0
3
3
へ

問　

Ｊ
Ａ
西
印
旛
農
産
物
直
売
所
や

お
ぱ
ぁ
く
☎
（
4
9
8
）
2
0
0
7

・
市
農
政
課
農
政
班　

内
線
3
2
5

2

フ
ァ
ミ
リ
ー
田
植
え
体
験

緑
の
募
金

　

毎
年
春
に
各
地
区
の
自
治
会
な
ど

に
協
力
を
得
て
、
緑
の
募
金
（
家
庭

募
金
）
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
皆

さ
ん
の
深
い
理
解
と
暖
か
い
支
援
に

よ
り
、
白
井
市
は
毎
年
県
内
有
数
の

募
金
実
績
を
上
げ
て
い
ま
す
。

　

緑
の
募
金
は
公
共
施
設
な
ど
へ
の

植
樹
「
緑
の
少
年
団
」
の
育
成
、
緑

化
運
動
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど

の
身
近
な
環
境
の
緑
化
か
ら
、
森
林

　

市
は
家
庭
で
不
要
と
な
っ
た
品
物

の
有
効
利
用
を
促
進
し
、
ご
み
を
増

や
さ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
「
リ
サ

イ
ク
ル
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
を
開
催
し
ま

す
。

日
時　

5
月
31
日
㈰　

午
前
10
時
30

分
〜
午
後
3
時
（
雨
天
中
止
）

場
所　

市
役
所
駐
車
場

【
出
店
者
募
集
】

　

友
達
な
ど
と
近
く
で
出
店
を
希
望

す
る
場
合
は
、
申
込
時
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

対
象　

市
内
在
住
で
販
売
を
な
り
わ

い
と
し
て
い
な
い
人　

1
0
0
店
舗

（
応
募
者
多
数
の
場
合
や
店
舗
の
配

置
場
所
は
抽
選
）

※
結
果
は
は
が
き
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

出
店
料　

無
料

販
売
で
き
な
い
も
の　

飲
食
物
、
ペ

ッ
ト
、
品
質
の
保
証
が
で
き
な
い
物
、

法
律
で
販
売
な
ど
が
禁
止
さ
れ
て
い

る
物

申
・
問　

5
月
12
日
㈫
（
必
着
）
ま

で
に
往
復
は
が
き
に
「
リ
サ
イ
ク
ル

マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
希
望
」・
郵
便
番

号
・
住
所
・
氏
名
・
性
別
・
年
齢
・

電
話
番
号
・
出
店
品
目
を
記
入
の
上
、

郵
送
ま
た
は
は
が
き
を
持
参
し
直
接

環
境
課
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り
班　

内
線
3
2
7
5
へ

　市では皆さんの足として親
しまれているコミュニティバ
ス「ナッシー号」の運行見直し
を平成22年度に予定しています。
この見直しに向けて「地域公共
交通会議」の市民委員を募集し
ます。
　ナッシー号は交通空白地帯の解消や、高齢者などの交通弱者
の足の確保、市内の公共施設を結ぶ役割などを担い平成10年か
ら運行しています。ナッシー号の運行は市民、行政、バス事業
者などの関係機関で構成する「地域公共交通会議」での合意が
必要で、昨年1月には運行コースなどの見直しを行い、利便性
の向上を図りました。
任期　委嘱日から2年
対象　市内在住20歳以上で平日の会議に出席できる人　2人
（選考基準により選考）
報償　会議1回5,000円
※会議は年8回以内の予定です。
■申・■問　5月1日㈮までに所定の用紙（企画政策課・各センター・
市ホームページにあります）に必要事項を記入の上、郵送、Ｅ
メール、ファクスか直接企画政策課企画政策班　内線3352・3・
6・  kikaku-seisaku@city.shiroi.chiba.jpへ

ご
み
ゼ
ロ
運
動

み
ん
な
で
ま
ち
を
き
れ
い
に
し
よ
う

　
「
ご
み
ゼ
ロ
運
動
」
は
関
東
甲
信

越
静
の
1
都
10
県
で
一
斉
に
行
わ
れ

る
統
一
美
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
す
。

毎
年
5
月
30
日
（
ご
み
ゼ
ロ
の
日
）

に
近
い
日
曜
日
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

市
で
も
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
の

で
、
主
要
道
路
や
各
地
区
の
道
路
周

辺
な
ど
の
清
掃
活
動
に
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

詳
し
い
実
施
内
容
は
、
各
自
治
会

長
な
ど
を
通
じ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

日
時　

5
月
31
日
㈰　

午
前
8
時
〜

10
時

場
所　

市
内
全
域

問　

環
境
課
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り

班　

内
線
3
2
7
4

の
整
備
、
緑
の
普
及
啓
発
事
業
、
森

林
環
境
教
育
と
さ
ま
ざ
ま
な
緑
化
事

業
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

　

当
市
で
は
昨
年
度
に
緑
の
募
金
還

元
事
業
費
で
運
動
公
園
に
ク
ロ
マ
ツ

を
、
今
井
地
区
に
染
井
吉
野
桜
を
植

樹
し
ま
し
た
。

【
平
成
20
年
度
の
募
金
実
績
】

千
葉
県　

3
6
、8
3
9
、3
8
7
円

白
井
市　

1
、5
5
4
、7
3
5
円

問　

農
政
課
農
政
班　

内
線 

3
2

5
4

　市民農園で野
菜づくりにチャ
レンジしてみま
せんか。
利用期間　
～平成22年3月31日㈬
農園名　折立ふるさと農園
区画数　19区画
区画面積　30平方㍍（5㍍×6㍍）
利用料　月額875円
■申・■問　16日㈬から農政課農政班
内線3252へ

ふるさと農園
利用者追加募集

地域公共交通会議
市 民 委 員 を 募 集  

Q　

先
日
、
ア
パ
ー
ト
に
新
聞
の
勧

誘
員
が
来
て
「
サ
ー
ビ
ス
す
る
か
ら

3
カ
月
だ
け
で
も
契
約
し
て
く
れ
な

い
か
」
と
言
っ
て
き
た
。
社
会
人
に

な
っ
た
こ
と
だ
し
、
3
カ
月
ぐ
ら
い

な
ら
購
読
し
て
も
い
い
か
と
思
い
話

を
聞
い
た
。
と
こ
ろ
が
話
が
進
ん
で

い
く
と
、
3
カ
月
で
は
な
く
3
年
間

の
購
読
を
し
つ
こ
く
勧
め
ら
れ
、
断

り
き
れ
ず
に
契
約
し
て
し
ま
っ
た
。

契
約
は
し
て
し
ま
っ
た
が
、
3
年
先

の
こ
と
は
分
か
ら
な
い
し
、
経
済
的

に
も
不
安
な
の
で
解
約
し
た
い
。
解

約
す
る
場
合
、
契
約
時
に
受
け
取
っ

た
洗
剤
や
商
品
券
は
ど
う
し
た
ら
い

い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
20
代
・
男
性
）

A　

春
先
な
ど
の
転
居
シ
ー
ズ
ン
に

新
聞
の
勧
誘
に
関
す
る
相
談
が
増
え

る
よ
う
で
す
。
特
に
社
会
経
験
の
少

な
い
若
者
が
必
要
も
な
い
の
に
勧
誘

に
断
り
切
れ
ず
に
複
数
の
新
聞
を
契

約
し
た
り
、
事
例
の
よ
う
に
長
期
間

の
契
約
を
し
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
が
あ

り
ま
す
。

　

新
聞
の
訪
問
販
売
は
特
定
商
取
引

法
に
よ
っ
て
規
制
さ
れ
て
い
ま
す
。

契
約
書
面
を
受
け
取
っ
て
か
ら
8
日

以
内
で
あ
れ
ば
無
条
件
で
解
約
で
き

ま
す
（
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度
）。

契
約
時
に
受
け
取
っ
た
景
品
類
は
返

却
し
ま
し
ょ
う
。
新
聞
の
購
読
契
約

に
お
け
る
景
品
類
は
「
不
当
景
品
類

お
よ
び
不
当
表
示
防
止
法
（
景
品
表

示
法
）」
で
「
取
引
価
格
の
1
0
0

分
の
8
ま
た
は
6
カ
月
分
の
購
読
料

の
1
0
0
分
の
8
の
い
ず
れ
か
低
い

金
額
ま
で
」
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

高
額
な
景
品
な
ど
を
受
け
取
っ
て
し

ま
っ
た
り
、
使
用
し
て
し
ま
う
と
解

約
交
渉
が
難
航
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

　

新
聞
購
読
の
勧
誘
や
訪
問
販
売
な

ど
に
対
し
て
は
、
次
の
こ
と
に
気
を

付
け
て
契
約
を
し
ま
し
ょ
う
。

○
勧
誘
者
の
言
葉
や
景
品
に
惑
わ
さ

れ
ず
、
必
要
が
な
い
こ
と
（
物
）
は

き
っ
ぱ
り
と
断
る

○
い
つ
状
況
が
変
わ
る
か
わ
か
ら
な

い
の
で
長
期
間
の
購
読
契
約
は
し
な

い○
契
約
書
を
よ
く
読
ん
で
か
ら
押
印

す
る

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
を
す
る
場
合
は

　

必
ず
書
面
に
し
、
特
定
記
録
郵
便

で
通
知
し
ま
し
ょ
う
。

問　

消
費
生
活
相
談
室　

内
線
3
2

9
4
（
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日　

午

前
10
時
〜
午
後
4
時　

市
役
所
2
階

相
談
室
）

新

聞

購

読

の

契

約

117
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新
緑
に
包
ま
れ
た
市
内
の
魅
力
を

歩
い
て
発
見
す
る
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
イ

ベ
ン
ト
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

社
寺
な
ど
の
魅
力
的
な
場
所
（
魅

力
発
見
ポ
イ
ン
ト
）
を
巡
り
な
が
ら
、

「
し
ろ
い
七
福
神
菖
蒲
ま
つ
り
」
が

開
催
さ
れ
て
い
る
来
迎
寺
に
立
ち
寄

り
、
法
話
や
農
産
物
直
売
、
模
擬
店
、

菖
蒲
園
な
ど
を
楽
し
み
ま
す
。

　

家
族
や
友
人
を
誘
っ
て
、
み
ん
な

で
魅
力
発
見
ポ
イ
ン
ト
を
巡
り
ま

し
ょ
う
。

日
時　

5
月
10
日
㈰
（
小
雨
決
行
）

午
前
10
時
〜
午
後
1
時
30
分
（
受
け

付
け　

午
前
9
時
30
分
〜
45
分
）

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

教
育
委
員
会
コ
ー
ナ
ー

　

あ
そ
ば
ね
会
は
白
井
市
の
子
ど
も

と
福
島
県
伊
達
市
の
子
ど
も
が
交
流

を
図
る
た
め
、
平
成
元
年
か
ら
始

ま
っ
た
実
績
の
あ
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

今
回
、
企
画
に
携
わ
っ
て
み
よ
う

と
思
っ
た
人
を
、
老
若
男
女
問
わ
ず

募
集
し
ま
す
。

　

夏
の
5
日
間
を
白
井
市
と
自
然
に

恵
ま
れ
た
福
島
県
伊
達
市
月
舘
町
で
、

中
学
生
の
リ
ー
ダ
ー
の
下
、
子
ど
も

た
ち
が
少
し
ず
つ
成
長
し
て
行
く
姿

を
見
守
り
な
が
ら
、
私
た
ち
大
人
も

童
心
に
帰
り
、
福
島
の
皆
さ
ん
と
一

緒
に
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
程　

8
月
7
日
㈮
〜
11
日
㈫
（
4

泊
5
日
）

目
的
地　

白
井
市
と
福
島
県
伊
達
市

月
舘
町

対
象　

18
歳
以
上
の
社
会
人

参
加
費　

5
、
0
0
0
円
程
度

※
第
1
回
会
議
を
5
月
9
日
㈯
午
前

10
時
か
ら
予
定
し
て
い
ま
す
。

申
・
問　

生
涯
学
習
課
社
会
教
育
班

内
線
3
4
3
2
へ

図
書
館
・
各
セ
ン
タ
ー
図

書
室
を
お
休
み
し
ま
す

　

所
蔵
し
て
い
る
す
べ
て
の
図
書
館

資
料
の
点
検
・
整
理
お
よ
び
電
算
シ

ス
テ
ム
の
更
新
を
行
う
た
め
、
図
書

市民ゴルフ大会
日程　6月2日㈫
場所　船橋カントリー倶楽部
対象　市内在住・在勤　200人（申し込み順）
競技方法　新ペリア方式
参加費　3,000円（賞品代・パーティー費）
プレー費　14,000円（キャディー付、昼食費を
含む）
申　5月10日㈰までに下表の場所へ
問　生涯学習課スポーツ振興班　内線3435

氏名・名称 住所・所在地 電話番号
松本俊一 桜台2－4－13－404 （491）7075
鈴木酒店 白井駅前商店会 （491）0486
渡辺暢 南山1－5－9－401 （491）3900
千秋繁 南山3－6－6 （491）5695
山田政男 河原子357－1 （491）0349
富澤幸男 折立428－1 （491）0026
隆盛堂薬局 西白井駅前商店会 （491）4626
宇田川清次 根1918－11 （491）6160
千葉光商事 根1777－1 （491）5111
阪東修 けやき台1－2－1－1012（491）8765
谷口八郎 けやき台2－6－4－103（491）3404
平井勲 清水口1－5－2－502 （491）1482
宮崎信行 清水口2－1－12－702 （491）2451
田辺裕 清水口3－28－7 （491）3476
奥田隆夫 七次台4－2－3 （491）0982
内田弘 大山口2－4－4－107 （491）2802
橋本力 冨士198－38 （445）2110
田上聖視 大松1－2－23 （491）2253
市・生涯学習課スポーツ振興班 （492）1111

「しろい・つきだてであそばね会」
実行委員大募集

館
と
各
セ
ン
タ
ー
図
書
室
を
休
館

（
室
）
し
ま
す
。
休
館
（
室
）
中
の

本
の
返
却
は
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
へ
お
願

い
し
ま
す
。

　

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
程　

5
月
1
日
㈮
〜
18
日
㈪

問　

図
書
館
☎
（
4
9
2
）
1
1
2

2社
会
保
険
大
学
校
運
動

施
設
開
放
日

日
時　

5
月
2
日
㈯
・
3
日
㈷
・
9

日
㈯
・
10
日
㈰
・
30
日
㈯
・
31
日
㈰

午
前
9
時
〜
午
後
6
時

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

（
申
し
込
み
順
）

※
成
人
の
責
任
者
が
付
い
て
管
理
し

て
く
だ
さ
い
。

利
用
料
金　

テ
ニ
ス
コ
ー
ト　

5
6
0
円
、
体
育
館　

1
、
4
2
0

円
、
グ
ラ
ウ
ン
ド　

2
、
6
0
0
円

（
各
2
時
間
単
位
）

申
・
問　

4
月
27
日
㈪
ま
で
に
申
請

書
（
生
涯
学
習
課
に
あ
り
ま
す
）
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
生
涯
学
習

課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
班　

内
線
3
4
3

6
へ

※
初
め
て
申
請
す
る
場
合
は
利
用
者

の
登
録
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

ふ
る
さ
と
白
井
魅
力
発
見
ウ
オ
ー
ク

集
合
場
所　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
玄

関
前

コ
ー
ス　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
〜
七

次
第
二
公
園
〜
諏
訪
神
社
〜
鳥
見
神

社
〜
西
輪
寺
〜
来
迎
寺
〜
鷲
神
社
〜

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
行
程
約
11
㌔

㍍
）

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
者
1
0
0

人
（
申
し
込
み
順
）

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
で
す
。

参
加
費　

中
学
生
以
上　

50
円　

小

学
生
以
下　

無
料

持
ち
物　

飲
み
物
、
雨
具
、
昼
食

※
歩
き
や
す
い
服
、
履
き
慣
れ
た
靴

で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

申
・
問　

5
月
1
日
㈮
（
必
着
）
ま

で
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番

号
「
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
希
望
」
を
記

入
の
上
、
郵
送
か
フ
ァ
ク
ス
、
E

メ
ー
ル
で
健
康
課
健
康
づ
く
り
推
進

班　

☎
（
4
9
7
）
3
4
9
4
・
℻

（
4
9
2
）
3
0
3
3
・

 k
en
k

o
u
@
city
.sh
iro
i.ch
ib
a.jp

へ※
申
込
者
に
は
健
康
課
か
ら
確
認
の

連
絡
を
し
ま
す
。

〜
新
緑
の
し
ろ
い
を
巡
り
、
七
福
神
菖
蒲
ま
つ
り
を
楽
し
も
う
〜

　子育て支援センターの
保育士と一緒に公園で遊
びませんか。手遊びや体
操、かけっこ、ゲームな
ど親子で楽しい時間を過
ごしましょう。
日時　21日㈫　午前10時30分～（集合　午前
10時～）
※雨天時などは28日㈫に延期します。
場所　七次第一公園
対象　未就学児とその保護者（自由参加）
■問　子育て支援センター「スマイル」（清水
口保育園内）☎（491）8201

みんなであそぼう

生
涯
自
分
の
歯
で
食
べ
よ
う

標
語
・
作
文
の
募
集
と
コ
ン
ク
ー
ル

　

80
歳
に
な
っ
て
も
自
分
の
歯
を
20

本
以
上
保
ち
ま
し
ょ
う
。
20
本
の
歯

が
あ
れ
ば
、
自
分
の
歯
で
食
事
が
で

き
る
、歯
の
健
康
づ
く
り「
8
0
2
0

（
ハ
チ
マ
ル
ニ
イ
マ
ル
）
運
動
」
が

全
国
で
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
運
動
に
つ
い
て
の
標
語
・
作

文
の
募
集
と
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル

の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

【
標
語
・
作
文
】

　

市
内
在
住
で
む
し
歯
や
歯
周
疾
患

の
予
防
に
つ
い
て
の
標
語
を
は
が
き

（
1
枚
に
付
き
1
つ
）
で
提
出
、
作

　市では歯科医院に通院することが困難な人のために、歯科医が自宅に
訪問し、入れ歯の修理や歯痛の治療などの歯科診療を実施しています。
診療時間　月～金曜日　午後1時～ 4時　
対象　市内在住で歯科医院に通院困難な寝たきりの状態にある65歳以上
の人、障害のある人
※事前に電話予約が必要です。
診療料　保険診療による自己負担
協力歯科医院　斎藤歯科医院、広瀬歯科医院、富士デンタルクリニック、
西白井歯科医院、吉岡歯科クリニック、白井歯科クリニック、高野台歯
科、富塚歯科医院、鈴木歯科クリニック、ライオン歯科、あまり歯科医院、
タマキ歯科医院、オリオン歯科西白井クリニック、さくら歯科クリニック、
あいだ歯科クリニック、ほんま歯科クリニック、すまいる歯科
■申・■問　健康課保健予防班☎(497)3495 へ

文
は
（
4
0
0
字
詰
め
原
稿
用
紙
5

枚
以
内
）
に
題
を
付
け
て
提
出
。

【
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
】

対
象　

①
市
内
在
住
で
自
分
の
歯

（
か
ぶ
せ
た
歯
・
さ
し
歯
）
が
20
本

以
上
あ
る
80
歳
以
上
の
人　

②
市
内

在
住
で
平
成
20
年
度
中
に
3
歳
児
健

康
診
査
を
受
け
、
次
の
要
件
に
該
当

す
る
子
と
親

●
現
在
未
処
置
の
む
し
歯
が
な
く
、

歯
並
び
・
か
み
合
わ
せ
が
良
い
（
子

と
親
）

●
歯
の
治
療
経
験
が
な
い
（
子
）

●
歯
肉
の
状
態
が
良
い
（
親
）

申
・
問　
「
標
語
・
作
文
」
は
30
日

㈭
（
消
印
有
効
）
ま
で
に
住
所
・
氏

名
・
年
齢
・
職
業
（
学
校
名
と
学
年
）

電
話
番
号
を
記
入
の
上
、
郵
送
か
直

接
健
康
課
保
健
予
防
班
へ
「
よ
い
歯

の
コ
ン
ク
ー
ル
」
は
24
日
㈮
ま
で
に

電
話
か
直
接
健
康
課
保
健
予
防
班
☎

（
4
9
7
）
3
4
9
5
へ

訪問歯科診療

◆
拳
正
道
空
手

　

礼
節
と
技
を
習
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

毎
週
日
曜
日　

午
後
7
時
〜

9
時　

場
所　

白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー

対
象　

年
少
、
中
・
高
校
生
、
女
子
、

一
般　

会
費　

月
3
、
0
0
0
円　

講
師　

石
井
徳
人

※
1
日
体
験
入
門
が
で
き
ま
す
。

申
・
問　

中
村
☎
（
4
9
2
）
0
7

2
3
へ

◆
硬
式
テ
ニ
ス

日
程　

毎
週
土
･
日
曜
日
、
祝
日
な

ど
（
2
時
間
程
度
）　

場
所　

白
井

運
動
公
園
、
野
口
公
園
ほ
か　

会
費

月
8
0
0
円

問　

渡
辺
☎
（
4
9
1
）
3
7
5
5

◆
太
極
拳
無
料
講
習
会

日
時　

4
月
21
日
㈫
・
28
日
㈫　

午

前
11
時
〜
午
後
1
時　

場
所　

中
央

駅
前
セ
ン
タ
ー
（
印
西
市
）　

対
象

一
般　

持
ち
物　

上
履
き
（
運
動

靴
）、
飲
み
物
、
動
き
や
す
い
服
装

問　

太
極
拳
火
曜
会　

石
川
☎
0
4

7
6
（
4
6
）
5
1
8
3

◆
市
民
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

日
程　

5
月
24
日
㈰
・
31
日
㈰　

場

所　

白
井
中
学
校
体
育
館　

対
象

市
内
在
住
、
在
勤
で
構
成
す
る
一
般

チ
ー
ム

※
7
人
以
上
で
審
判
の
で
き
る
人
を

含
む
チ
ー
ム
に
限
り
ま
す
。

参
加
費　

1
人
5
0
0
円

申
・
問　

5
月
10
日
㈰
ま
で
に
所
定

の
申
込
書
（
市
生
涯
学
習
課
に
あ
り

ま
す
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会　

小
原
☎

（
4
9
2
）
1
5
7
8

◆
新
緑
の
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
を
歩
こ
う

　

船
橋
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
の

O
U
T
コ
ー
ス
9
ホ
ー
ル
を
歩
こ
う
。

参
加
賞
も
あ
り
ま
す
。

日
程　

5
月
7
日
㈭　

受
付
時
間　

午
前
10
時
30
分
〜
（
雨
天
決
行
）

参
加
費　

無
料

問　

㈱
船
橋
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
☎

（
4
9
7
）
0
2
3
6

昨年秋のふるさと白井魅力発見ウオーク
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古
き
を
温
め
新
し
き
を
知
る

　

こ
の
講
は
先
月
号
で
紹
介
し
た

印
西
大
師
や
白
井
大
師
と
同
様
に
、

市
域
周
辺
に
設
置
さ
れ
た
88
カ
所

の
札
所
を
巡
る
巡

じ
ゅ
ん
ぱ
い
こ
う

拝
講
の
一
つ

で
す
。

　

四
国
88
カ
所
霊
場
を
模
し
た
巡

拝
講
は
江
戸
時
代
の
後
半
に
日

本
各
地
で
成
立
し
て
い
ま
す
。
東

葛
印
旛
大
師
講
の
成
立
に
つ
い

て
も
諸
説
あ
り
ま
す
が
、
文
政

5
（
1
8
2
2
）
年
説
が
有
力
で

す
。
札
所
は
白
井
市
、
鎌
ケ
谷
市
、

松
戸
、
柏
市
と
い
う
東
葛
飾
と
印

旛
の
両
地
域
に
ま
た
が
り
ま
す
が
、

市
域
の
札
所
は
平
塚
・
名
内
・
今

井
・
小
名
内
・
富
塚
と
い
っ
た
北

西
部
の
地
区
に
限
定
さ
れ
ま
す
。

札
所
を
巡
拝
す
る
行
事
が
行
わ
れ

る
の
は
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
期

間
中
の
5
月
1
日
か
ら
5
日
ま
で

で
、
全
行
程
は
約
80
㌔
㍍
で
す
。

　

巡
拝
中
、
列
の
先
頭
に
は
旗
と

弘
法
大
師
像
が
納
め
ら
れ
た
厨ず

し子
、

先せ
ん
だ
つ
達
が
立
ち
、
講
員
は
白
い
衣
装

に
結け

ち
が
ん
く

願
区
の
名
前
の
入
っ
た
手
拭

い
を
首
に
か
け
ま
す
。
札
所
に
着

く
と
巡
拝
の
一
行
は
般
若
心
経
な

ど
を
唱
和
し
ま
す
が
、
こ
れ
を
お

勤
め
と
い
い
ま
す
。
各
札
所
で
は

お
勤
め
が
終
わ
る
と
、
そ
の
札
所

を
管
理
す
る
地
区
の
人
た
ち
が
一

行
に
茶
菓
の
接
待
を
し
ま
す
。

　

こ
う
し
た
巡
拝
が
5
日
間
続
き
、

全
行
程
が
終
了
す
る
結
願
を
迎
え

ま
す
。
そ
の
際
に
は
稚
児
行
列
な

ど
も
加
わ
っ
て
お
祭
り
の
よ
う
な

盛
大
な
雰
囲
気
の
中
、
結
願
の
行

事
を
行
う
場
所
へ
練
り
込
み
ま
す
。

　

平
成
16
年
の
巡
拝
の
際
に
は
平

塚
地
区
が
30
年
ぶ
り
に
結
願
区
を

担
当
し
ま
し
た
。
結
願
区
に
な
る

と
巡
拝
や
結
願
行
事
の
一
切
を

取
り
仕
切
る
た
め
、
行
事
の
花
形

と
な
る
一
方
、
準
備
な
ど
で
大
変

な
負
担
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
時
の

模
様
を
教
育
委
員
会
で
は
映
像
記

録
と
し
て
保
存
し
て
い
ま
す
。
そ

の
映
像
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
地
域

文
化
資
産
ポ
ー
タ
ル
（h

ttp
://

b
u
n
k
ash
isan
.n
e.jp

）」
で

公
開
さ
れ
、
常
時
閲
覧
が
可
能
で

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
下
さ
い
。

　

近
年
、
こ
の
講
で
は
巡
拝
が
徒

歩
主
体
か
ら
バ
ス
主
体
に
変
更
と

な
っ
た
り
、
昼
食
時
の
接
待
が
簡

素
化
さ
れ
た
り
す
る
な
ど
、
行
事

の
実
施
方
法
が
少
し
ず
つ
現
代
風

に
改
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
伝
統
的

な
行
事
も
、
所
属
す
る
講
員
の
考

え
方
や
社
会
情
勢
の
変
化
の
影
響

を
受
け
て
い
ま
す
。

※
今
年
の
出
発
・
結
願
は
柏
市
柳

戸
の
弘
誓
院
で
す
が
、
講
員
の
み

の
参
加
が
原
則
で
す
。

問　

郷
土
資
料
館
☎
（
4
9
2
）

1
1
2
4

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

東

葛

印

旛

大

師

講

◆
労
災
職
業
病
な
ん
で
も
相
談
会

日
時　

25
日
㈯　

午
後
1
時
〜
4
時

（
予
約
不
要
・
当
日
受
け
付
け
）　

場

所　

千
葉
市
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
61
講
習
室　

対
応
者　

弁
護

士
、
社
会
保
険
労
務
士
、
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
ほ
か　

相
談
料　

無
料

問　

千
葉
中
央
法
律
事
務
所
☎
0
4

3
（
2
2
5
）
4
5
6
7

◆
労
働
保
険
料
の
申
告
・
納
付
の
時

期
が
変
わ
り
ま
し
た

　

労
働
保
険
料
の
更
新
手
続
き
は
毎

年
5
月
20
日
ま
で
に
申
告
・
納
付
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今

年
度
か
ら
6
月
1
日
か
ら
7
月
10
日

ま
で
に
時
期
が
変
わ
り
ま
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
毎
年
4
月
上
旬
に
事
業
主

へ
送
付
し
て
い
た
労
働
保
険
申
告
書

な
ど
の
書
類
は
6
月
上
旬
に
送
付
し

ま
す
。

問　

千
葉
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
課

☎
0
4
3
（
2
2
1
）
4
3
1
7

◆
悩
め
る
マ
マ
の
応
援
ナ
ビ

　
「
ウ
チ
の
子
な
ん
だ
か
心
配
、

ち
ょ
っ
と
話
を
聞
い
て
み
た
い
〜
原

因
が
わ
か
れ
ば
未
来
が
変
わ
る
」

　

幼
稚
園
、
保
育
園
、
学
校
な
ど
で
、

落
ち
着
き
が
な
か
っ
た
り
、
と
ば
し

読
み
を
し
た
り
、
い
つ
も
体
の
ど
こ

か
が
動
い
て
い
る
な
ど
の
子
ど
も
の

こ
と
で
悩
ん
で
い
る
保
護
者
や
関
係

者
を
対
象
と
し
た
講
演
会
を
行
い
ま

す
。
落
ち
着
き
の
な
さ
の
さ
ま
ざ
ま

な
原
因
を
説
明
し
、
豊
富
な
体
験
か

ら
そ
の
対
応
に
つ
い
て
も
具
体
的
に

話
し
ま
す
。

日
時　

5
月
12
日
㈫　

午
前
10
時
〜

正
午　

場
所　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象　

幼
稚
園
（
保
育
園
）
年
中
〜

小
学
生
の
保
護
者
、
一
般

※
当
日
参
加
も
可
能
で
す
が
、
資
料

準
備
の
た
め
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

講
師　

野
島
洋
子
言
語
聴
覚
士　

参

加
費　

1
0
0
円
（
資
料
代
）

申
・
問　

小
田
川
☎
（
4
9
1
）
1

7
5
2
へ

受
講
料　

無
料

申
・
問　

①
・
②
共
に
4
月
30
日
㈭

ま
で
に
申
込
用
紙
（
市
社
会
福
祉
課

に
あ
り
ま
す
）
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
郵
送
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で

〒
2
6
0
―
0
0
2
2　

千
葉
市
中

央
区
神
明
町
2
0
4
―
12　

社
会
福

祉
法
人
千
葉
県
聴
覚
障
害
者
協
会
内

千
葉
聴
覚
障
害
者
セ
ン
タ
ー
☎
0
4

3
（
3
0
8
）
6
3
7
3
・ 

℻
0
4

3
（
3
0
8
）
6
4
0
0
へ

◆
メ
サ
イ
ア
全
曲
演
奏
会

　

ヘ
ン
デ
ル
没
後
2
5
0
年
を
記
念

し
て
、
オ
ラ
ト
リ
オ
「
メ
サ
イ
ア
」

全
曲
を
演
奏
し
ま
す
。

日
時　

26
日
㈰　

午
後
2
時
〜　

場

所　

市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル　

入
場

料　

2
、
0
0
0
円
（
全
席
自
由
）

問　

Ｋ
・
Ｍ
・
Ｃ
（
柏
メ
サ
イ
ア
・

ク
ワ
イ
ア
）　

佐
藤
☎
（
4
9
2
）

3
1
3
0

◆
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
・
フ
ィ
ル

ハ
ー
モ
ニ
ー
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

【
第
10
回
定
期
演
奏
会
】

　

ブ
ラ
ー
ム
ス
交
響
曲
第
2
番
、
ド

ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク
チ
ェ
ロ
協
奏
曲
ほ
か

を
指
揮
高
橋
俊
之
、
チ
ェ
ロ
独
奏
太

田
徹
（
東
京
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交

響
楽
団
）
で
送
り
ま
す
。

日
時　

5
月
10
日
㈰　

午
後
2
時
〜

（
開
場
午
後
1
時
30
分
）　

場
所　

市

文
化
会
館
大
ホ
ー
ル　

入
場
料　

8
0
0
円
（
小
・
中
学
生
は
無
料
）

※
入
場
チ
ケ
ッ
ト
は
当
日
の
み
販
売

し
ま
す
。

【
チ
ケ
ッ
ト
プ
レ
ゼ
ン
ト
】

　

抽
選
で
10
組
20
人
に
チ
ケ
ッ
ト
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
往
復
は
が
き

の
返
信
宛
名
面
と
往
信
文
面
の
両
方

に
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・「
広

報
し
ろ
い
」
と
記
入
の
上
、
4
月
25

日
㈯
（
必
着
）
ま
で
に
〒
2
7
0
―

1
4
1
2
、
白
井
市
桜
台
2
―
17
―

1
―
1
0
2
平
石
方
定
演
チ
ケ
ッ
ト

プ
レ
ゼ
ン
ト
広
報
し
ろ
い
係
へ

問　

平
石
☎
（
4
9
1
）
7
7
3
1

◆
ス
ペ
イ
ン
語
教
室
・
受
講
生
募
集

　

エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
な
も
う
一
つ
の
言

葉
を
、
み
ん
な
で
楽
し
く
学
び
ま
せ

ん
か
。
平
成
21
年
5
月
中
旬
か
ら
平

成
22
年
4
月
上
旬
ま
で
40
レ
ッ
ス
ン

（
前
期
・
後
期
各
20
レ
ッ
ス
ン
ず
つ
）

の
授
業
で
す
。

【
初
級
ク
ラ
ス
（
あ
る
程
度
の
日
常

会
話
が
で
き
る
ま
で
）】

日
程　

毎
週
土
曜
日　

対
象　

一
般

15
人
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

【
中
級
ク
ラ
ス
（
意
見
交
換
が
で
き

る
ま
で
）】

日
程　

毎
週
日
曜
日　

対
象　

一
般

15
人
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

時
間　

初
級
、
中
級
と
も
午
後
7
時

30
分
〜
8
時
50
分　

場
所　

白
井
駅

前
セ
ン
タ
ー　

講
師　

市
内
在
住
の

ペ
ル
ー
人　

年
会
費　

2
、0
0
0

円　

受
講
料　

前
期
・
後
期
そ
れ
ぞ

れ
1
2
、0
0
0
円

申
・
問　

4
月
30
日
㈭
ま
で
に
は

が
き
ま
た
は
電
話
で
〒
2
7
0
―

1
4
3
2
、
白
井
市
冨
士
1
―
32　

白
井
国
際
交
流
協
会
事
務
局　

山
本

☎
（
4
4
5
）
3
3
4
5
へ

◆
千
葉
県
手
話
通
訳
者
養
成
講
座

【
①
基
本
課
程
】

日
時　

6
月
13
日
㈯
か
ら
11
月
28
日

㈯
の
毎
週
土
曜
日
（
全
23
回
）　

午

後
3
時
30
分
〜
5
時
30
分　

対
象　

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
（
入
門
・
基
礎
課
程
80
時
間
）
修

了
者　

20
人
（
応
募
者
多
数
の
場
合

は
面
接
審
査
）　

場
所　

千
葉
聴
覚

障
害
者
セ
ン
タ
ー　

受
講
料　

無
料

【
②
応
用
課
程
】

日
時　

5
月
30
日
㈯
か
ら
11
月
14
日

㈯
の
毎
週
土
曜
日
（
全
23
回
）　

午

後
1
時
〜
3
時　

対
象　

千
葉
県
手

話
通
訳
者
養
成
講
座
（
基
本
課
程
）

修
了
者　

20
人
（
応
募
者
多
数
の
場

合
は
面
接
審
査
）　

場
所　

千
葉
聴

覚
障
害
者
セ
ン
タ
ー

※
習
志
野
市
で
金
曜
日
開
催
の
コ
ー

ス
も
あ
り
ま
す
。

ボ
元
気
な
私
に
会
う
講

座　

地
域
福
祉
フ
ォ
ー

ラ
ム

　

巣
箱
で
小
鳥
は
さ
え
ず
っ
て
い
る

で
し
ょ
う
か
。
森
林
浴
と
炊
き
出
し

訓
練
。
お
な
か
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た

ら
お
話
を
聞
き
、
心
も
満
腹
に
。
み

ん
な
で
元
気
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

日
時　

5
月
11
日
㈪　

午
前
9
時
40

分
〜
午
後
3
時
40
分
（
雨
天
の
場
合

は
中
止
）

集
合　

市
役
所
バ
ス
停

対
象　

市
内
在
住　

30
人
（
申
し
込

み
順
）

場
所　

平
塚

内
容　

か
わ
い
い
さ
え
ず
り
に
耳
を

す
ま
し
て
く
だ
さ
い
、
薪
で
の
炊
き

だ
し
訓
練
、素
話（
あ
り
の
み
お
話
会
）

参
加
費　

無
料

持
ち
物　

お
に
ぎ
り
・
お
わ
ん
・
は

し
・
敷
物
・
バ
ス
賃

申　

5
月
7
日
㈭
ま
で
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
へ

ボ
あ
な
た
の
声
は
き
っ

と
心
に
響
き
ま
す

初
級
音
声
訳
講
習
会

　

視
覚
障
害
者
へ
送
付
す
る
「
声
の

広
報
し
ろ
い
」
や
録
音
図
書
製
作
の

た
め
の
基
礎
知
識
・
基
礎
技
術
を
学

び
ま
せ
ん
か
。
き
っ
と
あ
な
た
の
声

が
元
気
を
届
け
、
明
る
い
1
日
の
始

ま
り
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

日
時　

5
月
8
日
・
22
日
、
6
月
12

日
・
26
日
、
7
月
10
日
・
24
日
（
各

金
曜
日
）
全
6
回　

午
後
1
時
30
分

〜
3
時
30
分

場
所　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤　

30
人（
申

し
込
み
順
）

講
師　

千
葉
点
字
図
書
館
朗
読
奉
仕

員　

安
原
素
子
さ
ん

参
加
費　

5
0
0
円

申　

4
月
30
日
㈭
ま
で
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
へ

シ
初
級
パ
ソ
コ
ン
講
習

会
（
入
門
講
座
）

　

初
め
て
の
人
、
基
本
操
作
を
楽
し

く
学
び
ま
す
。

日
時　

5
月
13
日
㈬
・
14
日
㈭
・
15

日
㈮
・
18
日
㈪
・
19
日
㈫　

午
後
1

時
〜
4
時

対
象　

市
内
在
住
の
お
お
む
ね
60
歳

以
上
で
、
全
日
程
参
加
で
き
、
当
セ

ン
タ
ー
の
初
級
パ
ソ
コ
ン
講
習
（
入

門
講
座
）を
未
受
講
の
人　

10
人（
応

募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

参
加
費　

1
、
0
0
0
円
（
テ
キ
ス

ト
代
）

申　

4
月
30
日
㈭
ま
で
に
電
話
か
直

接
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ

駅クックキッズ
　小学生のお料理クラブです。全5回で同
じメンバーで活動します。
初回日時　Ａ班　5月23日
㈯　午前10時～午後0時30
分　Ｂ班　5月24日㈰　午
前10時～午後0時30分
対象　市内在住・在学の小
学生　各班共に12人（申し
込み順）
持ち物　筆記用具・エプロン・三角きん
手ふきタオル・上履き・持ち帰り用の入
れ物
参加費　2,000円（全5回分の材料費）
申　5月9日㈯までに参加費を持参の上、直
接白井駅前センターへ

福パパの手は、まほうの手
　今、人気のベビーマッ
サージでパパの愛情を
たっぷりそそぎ、赤ちゃ
んとのコミュニケー
ションを深めましょう。
日時　5月16日・30日、
6月13日・27日（各土曜
日）　午前10時～正午
対象　生後2カ月からハイハイまでの赤
ちゃんと男性の保護者　10組（応募者多
数の場合は抽選）
参加費　無料
申　5月11日㈪までに電話かEメールで福
祉センター fukushi-center@city.shiroi.ch
iba.jpへ

徒歩で進む礼拝の列

趣
味
・
教
養
・
学
習

高

齢

者

セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

初級パソコン講習会

野島洋子
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白井市100人会議

1
0
0
人
会
議
有
終
の
美
と

発
展
的
継
承
を

2009-4

55

1
0
0
人
会
議
の　

　

6
年
間
に
よ
せ
て

委
員
長　

田
中
和
八

　

白
井
市
を
き
れ
い
な
街
に
し
た

い
一
心
か
ら
、
平
成
15
年
度
か
ら

6
年
間
活
動
し
て
き
た
1
0
0
人

会
議
が
3
月
30
日
、
横
山
市
長
へ

「
1
0
0
人
会
議
環
境
美
化
6
年

間
の
考
動
」（
考
え
活
動
）
と
題

し
た
報
告
書
の
提
出
を
も
っ
て
初

期
の
目
的
（
市
民
活
動
の
先
導
的

役
割
）
を
達
成
し
発
展
的
な
終
了

と
な
り
ま
し
た
。

　

1
0
0
人
い
な
く
て
笑
わ
れ
た

1
0
0
人
会
議
、
し
か
し
優
秀
な

委
員
や
市
職
員
の
努
力
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
協
力
で
1
0
0
人
以
上

の
活
動
を
し
、
市
内
を
き
れ
い
に

し
て
き
た
と
私
た
ち
は
思
っ
て
い

ま
す
。
1
0
0
人
会
議
の
活
動
か

ら
市
民
活
動
団
体
も
生
ま
れ
ま
し

た
。
初
年
度
に
推
進
員
4
人
で
白

井
駅
周
辺
の
街
ピ
カ
隊
、
翌
年
に

は
当
時
非
常
に
多
か
っ
た
落
書
き

予
防
の
た
め
「
し
ろ
い
☆
ま
ち
か

ど
美
術
館
」
が
発
足
し
ま
し
た
。

一
つ
の
目
的
に
向
か
っ
て
6
年
間

も
費
や
し
て
活
動
し
続
け
た
こ
と

の
重
要
性
を
し
み
じ
み
と
感
じ
て

い
ま
す
。
花
植
え
や
清
掃
活
動
に

よ
り
、
ご
み
は
減
り
、
落
書
き
も

減
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
で
終
わ
り

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

1
0
0
人
会
議
終
了
に
当
た
っ

て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
の
に
継

続
を
希
望
す
る
委
員
の
多
さ
が
そ

れ
を
表
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
は
ポ
イ
捨
て
を
し
ま
せ
ん
。

捨
て
る
こ
と
は
簡
単
で
す
。
し
か

し
ポ
イ
捨
て
ご
み
を
拾
い
集
め
る

の
は
勇
気
が
い
り
ま
す
。
今
後
は

委
員
各
自
が
地
域
で
の
市
民
活
動

の
ほ
か
、
1
0
0
人
会
議
の
発
展

的
継
承
を
目
指
し
、
新
た
な
団
体

（
ア
ダ
プ
ト
5ご
み
ぜ
ろ
3
0
ク
ラ
ブ
）
を

つ
く
り
各
地
域
で
白
井
市
を
き
れ

い
な
街
に
し
て
い
き
ま
す
。

　

最
後
に
歴
代
の
委
員
長
、
班
長
、

す
べ
て
の
1
0
0
人
会
議
に
携

わ
っ
て
く
れ
た
皆
さ
ん
に
心
よ
り

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

3
月
7
日
の
最
終
会

議「
1
0
0
人
会
議
環
境
美
化
6
年

間
の
考
動
」
は
こ
の
会
議
で
報
告

書
と
し
て
完
了
し
ま
し
た
。
こ
の

貴
重
な
内
容
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
図
書
館
な
ど
で
閲
覧
で
き
ま

す
。
ま
た
ア
ダ
プ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム

へ
の
登
録
勧
誘
の
た
め
委
員
会
役

員
と
職
員
に
よ
る
巡
回
訪
問
を
行

う
こ
と
を
決
め
、
6
年
間
の
会
議

を
閉
会
し
ま
し
た
。

「
ア
ダ
プ
ト
5ご
み
ぜ
ろ
3
0
ク
ラ

ブ
」
メ
ン
バ
ー
を
募
集

　

ア
ダ
プ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
普

及
促
進
を
目
的
に
し
て
、
当
面

は
ホ
ー
マ
ッ
ク
前
の
中
央
分
離
帯

（
国
道
4
6
4
側
）
の
美
化
と
白

井
駅
前
設
置
公
共
灰
皿
の
清
掃
維

持
か
ら
始
め
ま
す
。
参
加
希
望
者

は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

 

⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇

問　

市
民
参
加
推
進
課
1
0
0
人

会
議
事
務
局　

内
線
3
1
5
1

※
こ
の
記
事
は
1
0
0
人
会
議
に

よ
り
作
成
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　タイトルの上にある中などは次の場所
や申し込み・問い合わせ先を示しています。
中中央公民館・視聴覚ライブラリー
〒270-1422、復1458-1☎（491）0166
複西白井複合センター
〒270-1435、清水口1-2-1☎（492）1011
駅白井駅前センター
〒270-1424、堀込1-2-2☎（497）1151
冨冨士センター
〒270-1432、冨士239-2☎（446）1911
公公民センター
〒270-1406、中98-17☎（492）5266
桜桜台センター
〒270-1412、桜台2-14☎（491）7111
福福祉センター・青少年女性センター
〒270-1415、清戸766-1☎（492）2022
社社会福祉協議会
〒270-1492、保健福祉センター内
☎（492）5713
ボボランティアセンター
〒270-1492、保健福祉センター内
☎（492）5716
シシルバー人材センター
〒270-1415、清戸765-2☎（498）1717
※定期的に実施されている児童館事業など
は掲載されていないものもありますので、
児童館だより（各センターにあります）や
市ホームページをご覧ください。

講座日程・内容
日　程 内　　容

5月12日㈫ オリエンテーション、白井市の高齢者の現
況と福祉サービス

5月14日㈭ ホームヘルプサービス概論
5月21日㈭ 共感的理解と基本的態度の形成
5月26日㈫ 介護保険法と在宅介護支援センター・車い

す介助の方法
5月28日㈭ ホームヘルプサービスの共通理解
※そのほか実地研修1日。

社まごころヘルパー養成講座
　まごころサービスのヘルパーとして活動するための入
門講座を行います（ヘルパー 2級や3級の資格を取得す
る講座ではありません）。
　まごころサービスは高齢や障害、病気などで家事をす
ることが困難な人にヘルパーを派遣する地域支え合いの
活動です。ヘルパー活動は1時間に付き700円の手当て
があります。
日程･内容　下表のとおり
時間　午前10時～午後0時15分（1日目のみ午前9時30分
～）
場所　保健福祉センター
対象　全日程受講し、ヘルパーとして活動できる人　20
人（申し込み順）
参加費　500円
申　5月1日㈮までに電話か直接社会福祉協議会へ

◆
ア
フ
リ
カ
へ
毛
布
を
送
る

　

昨
年
は
皆
さ
ん
の
温
か
い
協
力
に

よ
り
、
9
4
、7
0
6
枚
の
毛
布
を

送
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ア
フ
リ

カ
は
寒
暖
の
差
が
激
し
く
、
毛
布
は

命
を
守
る
必
需
品
で
す
。
今
年
も
皆

さ
ん
の
真
心
か
ら
の
提
供
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

新
品
ま
た
は
中
古
毛
布
（
洗
濯
済

み
）
を
5
月
25
日
㈪
ま
で
に
で
き
ま

し
た
ら
輸
送
費
9
0
0
円
を
添
え
て

お
寄
せ
く
だ
さ
い
（
綿
毛
布
不
可
）。

問　

杉
山
☎
（
4
9
7
）
1
4
5
3

※
海
外
輸
送
費
1
口
9
0
0
円
の
協

力
も
郵
貯
銀
行
口
座
「
ア
フ
リ
カ
へ

毛
布
を
お
く
る
運
動
事
務
局
」
0
0

1
1
0
―
6
―
3
5
1
7
5
6
で
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

◆
東
葛
し
ぜ
ん
観
察
会
「
春
の
里
山

と
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
」

　

ビ
ル
の
谷
間
に
タ
カ
や
ワ
シ
な
ど

が
飛
び
、
都
心
に
向
か
い
森
の
横
を

電
車
が
走
る
。
そ
ん
な
里
山
に
囲
ま

れ
た
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
を
散
策
し

ま
せ
ん
か
。

日
時　

5
月
10
日
㈰　

午
前
9
時

30
分
〜
午
後
0
時
30
分
（
雨
天
の

場
合
は
中
止
）　

集
合
場
所　

千
葉

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
中
央
駅　

対
象　

一

般　

参
加
費　

1
0
0
円
（
保
険
代
）

持
ち
物　

飲
み
物
、
雨
具

申
・
問　

坂
巻
☎
（
4
9
1
）
3
2

7
1
へ
（
午
後
7
時
以
降
）

◆
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
に
加
入
し
ま

せ
ん
か

　

協
会
で
は
多
様
な
大
会
を
企
画
し

て
い
ま
す
。
協
会
に
加
入
し
て
、
一

緒
に
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
楽
し
み
ま
せ

ん
か
。

予
定
企
画　

ジ
ュ
ニ
ア
・
初
心
者

講
習
会
（
オ
ー
プ
ン
）、
春
季
大
会

（
オ
ー
プ
ン
）、
ク
ラ
ブ
対
抗
団
体
戦

（
協
会
内
）、秋
季
大
会
（
オ
ー
プ
ン
）、

ミ
ッ
ク
ス
大
会
（
一
部
オ
ー
プ
ン
）

対
象　

市
内
の
施
設
を
活
動
拠
点
と

す
る
団
体
で
運
営
役
員
と
し
て
理
事

を
1
人
選
出
で
き
る
団
体　

入
会
金

1
団
体
2
、
0
0
0
円　

年
会
費　

1
団
体
3
、
0
0
0
円　

申
・
問　

5
月
31
日
㈰
ま
で
に
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
協
会　

佐
藤
☎
（
4
9
2
）

9
3
0
3
へ

◆
こ
い
の
ぼ
り
ま
つ
り

　

爽
や
か
な
風
に
た
な
び
く
勇
壮
な

こ
い
の
ぼ
り
が
4
月
18
日
㈯
か
ら
5

月
5
日
㈷
ま
で
冨
士
広
場
に
揚
が
っ

て
い
ま
す
。
毎
年
消
耗
が
激
し
く
、

不
足
気
味
で
す
の
で
、
自
宅
で
不
要

の
こ
い
の
ぼ
り
が
あ
り
ま
し
た
ら
提

供
し
て
く
だ
さ
い
。

【
こ
ど
も
の
日
イ
ベ
ン
ト
】

日
程　

5
月
4
日
㈷
（
雨
天
の
場
合

は
5
日
㈷
）　

内
容　

模
擬
店
、
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
白
井
太
鼓
ほ
か

※
模
擬
店
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に

出
展
を
希
望
す
る
人
は
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問　

サ
ロ
ン
・
ド
・
ラ
ミ
チ
エ
☎

（
4
9
2
）
6
0
2
2

◆
白
井
･
楽
器
演
奏
を
楽
し
む
会

　

3
月
に
市
民
活
動
団
体
と
し
て
発

足
し
ま
し
た
。
音
楽
を
愛
す
る
白
井

市
民
の
皆
さ
ん
、
一
緒
に
楽
器
演
奏

を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

水
曜
日
（
月
2
回
程
度
）　

午
前
10
時
〜
正
午　

場
所　

白
井
駅

前
セ
ン
タ
ー
（
予
定
）　

参
加
費　

月
1
、
0
0
0
円

※
募
集
パ
ー
ト
は
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

申
・
問　

サ
コ
タ
☎
（
4
9
7
）
2

8
3
6
へ

◆
手
あ
み
ニ
ッ
ト
サ
ー
ク
ル

　

手
編
み
で
セ
ー
タ
ー
、
帽
子
、
マ

フ
ラ
ー
な
ど
を
一
緒
に
作
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。
初
め
て
の
人
で
も
楽
し
く

編
め
ま
す
。

日
時　

水
曜
日
（
月
3
回
）　

正
午

〜
午
後
2
時　

場
所　

白
井
駅
前
セ

ン
タ
ー　

入
会
金　

な
し　

月
会
費

3
、
0
0
0
円

問　

天
野
☎
（
4
9
1
）
3
0
0
2

◆
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
み
る
な
の
花
ざ
し

き
　

み
ん
な
で
楽
し
い
舞
台
に
し
ま
せ

ん
か
。
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
誰
で

も
参
加
で
き
ま
す
。

日
時　

21
日
㈫
・
28
日
㈫　

午
後
5

時
〜
7
時
（
月
2
回
練
習
）　

場
所

冨
士
セ
ン
タ
ー　

参
加
費　

8
0
0

円
（
施
設
使
用
料
、
台
本
代
ほ
か
）

問　

楽
劇　

中
村
☎
（
4
4
3
）
8

6
4
5

◆
江
戸
散
策
〜
東
京
の
文
化
を
巡
る
、

大
人
の
社
会
科
見
学

　

白
井
駅
集
合
解
散
、
バ
ス
で
移
動

し
ま
す
。
国
会
見
学
に
皇
居
東
御
苑

の
花
見
、
築
地
の
う
ま
い
旬
魚
を
食

す
。
春
花
が
咲
き
誇
る
こ
の
季
節
、

東
京
の
文
化
を
五
感
で
楽
し
み
ま
せ

ん
か
。

日
時　

23
日
㈭　

午
前
8
時
〜
午
後

5
時　

場
所　

白
井
駅
バ
ス
ロ
ー
タ

リ
ー　

対
象　

一
般　

40
人　

参
加

費　

4
、
0
0
0
円
（
バ
ス
代
ほ
か
）

※
昼
食
代
が
別
に
掛
か
り
ま
す
。

申
・
問　

N
P
O
法
人
国
際
交
流
機

構　

大
谷
☎
（
4
2
3
）
2
2
8
0

へ◆
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
千
葉
県
第
63
団

ス
カ
ウ
ト
募
集

　

見
て
、
聞
い
て
、
感
じ
よ
う
。
さ

ま
ざ
ま
な
体
験
を
通
し
、
子
ど
も
た

ち
は
自
分
の
可
能
性
を
伸
ば
し
て
い

き
ま
す
。

　

い
つ
で
も
見
学
、
入
団
で
き
ま
す

（
8
月
に
夏
季
キ
ャ
ン
プ
を
予
定
）。

対
象　

幼
稚
園
（
保
育
園
）
年
長
〜

小
学
生
の
女
子

問　

竹
下
☎
（
4
9
1
）
6
3
7
6

◆
た
の
し
い
俳
句
教
室

　

俳
句
は
日
本
人
の
心
で
あ
り
、
世

界
で
一
番
短
い
詩
で
す
。

日
程　

毎
月
第
3
金
曜
日　

場
所　

冨
士
セ
ン
タ
ー　

会
費　

月
3
0
0

円問　

白
井
俳
句
会　

柳
沢
☎
（
4
4

4
）
7
0
9
3

公
チ
ャ
レ
ン
ジ
キ
ッ
ズ

　

小
学
生
の
お
話
し
ク
ラ
ブ
で
す
。

人
形
劇
や
紙
芝
居
を
自
分
た
ち
で
創

る
こ
と
か
ら
始
め
、
発
表
し
ま
す
。

こ
の
ク
ラ
ブ
は
年
間
を
通
じ
て
同
じ

メ
ン
バ
ー
で
活
動
し
ま
す
。

日
時　

5
月
9
日
㈯
か
ら
月
1
回
土

曜
日　

午
前
10
時
〜
正
午

対
象　

市
内
在
住
の
小
学
生　

10
人

（
申
し
込
み
順
）

持
ち
物　

筆
記
用
具

参
加
費　

年
間
5
0
0
円

申　

5
月
2
日
㈯
ま
で
に
参
加
費
を

持
参
の
上
、
直
接
公
民
セ
ン
タ
ー
へ

複
花
と
楽
し
む
会

　

花
器
を
手
作
り
し
、
花
を
生
け
て

楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

日
時　

平
成
21
年
5
月
〜
平
成
22
年

3
月
（
毎
月
第
2
土
曜
日
）　

午
前

10
時
〜
11
時
30
分

※
8
月
は
お
休
み
で
す
。

対
象　

市
内
在
住
小
学
生
以
上　

30

人
（
申
し
込
み
順
）

講
師　

橋
本
昌
枝
さ
ん
、
多
田
紀
伊

子
さ
ん

持
ち
物　

は
さ
み
、タ
オ
ル
、ビ
ニ
ー

ル
袋

参
加
費　

1
回
3
0
0
円
（
材
料
費
）

申　

参
加
費
を
持
参
の
上
、
直
接
西

白
井
複
合
セ
ン
タ
ー
へ

子

ど

も

セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

募

集
・

伝

言

板
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み
ん
な
で
ス
ポ
ー
ツ

◆
誰
も
が
楽
し
め
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

平
成
21
年
度
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
下
表

の
と
お
り
で
、
会
員
で
あ
れ
ば
す
べ

て
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
で
き
ま
す
。

指
導
者
が
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま

で
体
力
に
あ
っ
た
指
導
を
し
、
楽
し

く
取
り
組
ん
で
い
ま
す
の
で
気
軽
に

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
新
規
会
員
を
募
集

　

各
ク
ラ
ブ
で
は
4
月
か
ら
の
新
規

会
員
の
募
集
と
継
続
会
員
の
登
録
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
各
ク
ラ
ブ
の

総
会
当
日
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施
場
所

で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
い
ろ
い

ろ
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
体
験
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。
こ
の
機
会
に
新
し
い

友
達
と
出
会
い
ま
せ
ん
か
。
皆
さ
ん

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
総
会
日
時
・
場
所
】

●
桜
台
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ　

18
日
㈯

午
前
10
時
〜
・
桜
台
セ
ン
タ
ー

●
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
み
な

み　

19
日
㈰　

午
後
1
時
〜
・
南
山

小
学
校
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス　

●
O
N
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ　

26
日
㈰

午
前
10
時
30
分
〜
・
西
白
井
複
合
セ

ン
タ
ー

問　

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
班

内
線
3
4
3
4

　平成11年4月から白井市健康文化都市大
学卒業生が中心になり「であい・ふれあい・
まなびあい」を目指す交流の場として活
動を続けています。その手段として、ソ
バの耕作・生産、具体的にはソバの播

は し ゅ

種・
土寄せ・草取り、満開時にはイベント「そ
ばの花びゅうウオーク」を開催、収穫時
には刈取り・乾燥・脱穀・唐

と う み

箕・天日干し、
製粉して“そば打ち”の実践活動をして
います。ソバを通して｢自然に親しみ、人
生を楽しみながら、健康なまちづくり｣を
目標に、地域の人たちと楽しく触れ合う
交流を深め、地域活動の輪を広めていま
す。さらに市民と行政が協働し、お互い
に教え合い学び合うという相互依存の関
係を築き、夢のある白井らしい健康文化
都市を創る一翼を担っています。合言葉
は「夢ある所、道開かれる」「信州信濃の
蕎麦よりもわたしゃあんたのそばがいい。
白井で育てた蕎麦を食べワクワクドキド
キ夢を見る」です。
　長﨑☎（497）1689

朝
冷
に
病
む
全
身
持
て
余
し

君
が
香
か
縁え

に

し
懐
か
し
沈
丁
花

句
づ
く
り
を
生
き
甲
斐
と
す
る
八
十
路
か
な

小
正
月
湯
立
て
の
笹
を
い
ち
に
ほ
ん

こ
ぶ
し
咲
く
白
井
の
里
に
春
が
来
る

上
手
下
手
よ
り
生
き
た
句
を
春
を
詠
む

図
書
館
の
窓
に
ひ
ろ
が
る
花
の
宴

長
き
闇
耐
え
し
雛
へ
花
一
輪

永
ら
え
し
卒
寿
と
な
り
て
春
迎
う

花
び
ら
の
絶
え
ざ
る
空
や
今
井
郷

花
吹
雪
佇
む
老
い
の
背
に
つ
も
り

早
々
と
可
憐
に
咲
い
た
梅
一
輪

春
一
番
牛
の
尾
っ
ぽ
も
ま
く
り
上
げ

春
の
夜
半
星
の
し
ず
く
か
ほ
ほ
ぬ
ら
す

百
千
の
樹
木
一
斉
冬
木
の
芽

臥
し
て
な
ほ
選
句
す
る
師
や
春
近
し

布
団
叩
く
音
伸
び
や
か
に
日
脚
伸
ぶ

故
郷
へ
友
旅
立
ち
し
鳥
雲
に

朝
弥
生
美
風
騒
め
く
清
水
池

　
　
　
「
呼
々
」
重
な
い
て
オ
オ
ハ
ク
チ
ョ
ウ
発
つ

啓
蟄
を
よ
ろ
こ
ぶ
命
眼
に
浮
か
べ

　
　
　

カ
ー
テ
ン
繰
り
て
春
を
探
し
ぬ

咲
き
初
む
る
真
赤
な
る
木
瓜
い
つ
し
か
に

　
　
　

野
鳥
つ
い
ば
み
若
葉
伸
び
ゆ
く

三さ
ん
さ
ん々

五ご

ご々

駆
け
く
る
男
子
高
校
生

　
　
　

擦
れ
違
ふ
道
の
春
は
浅
し
も

心
労
の
つ
も
り
し
日
々
の
慰な

ぐ
さ
め藉
と

　
　
　
「
思
い
の
ま
ゝ
」
と
ふ
花
・
求
め
た
り

千
の
風
あ
の
大
空
を
吹
き
渡
り

　
　
　

万
の
荒
波
海
原
越
え
る

卒
業
生
去
り
て
会
場
に
残
る
椅
子

　
　
　

窓
の
う
す
陽
に
そ
れ
ぞ
れ
光
る

父
の
背
に
老
い
を
見
し
時
淋
し
か
り
き

　
　
　

今
の
私
が
そ
う
な
り
ま
し
た

バ
ス
の
窓
に
滲
み
て
見
ゆ
る
亡
き
母
と

　
　
　

す
す
り
し
蕎
麦
屋
の
灯
る
提
灯

孫
一
人
増
え
し
心
地
か
教
え
子
の

　
　
　

男を

の
子
生あ

れ
し
の
電
話
に
夫つ

ま

は

マ
ス
ク
し
て
帽
子
め
が
ね
に
花
粉
飛
ぶ

　
　
　

花
の
便
り
の
春
は
哀
し
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
作
品
は
五
十
音
順
に
掲
載
）

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
市
民
の
自
由
な
投
稿
に
よ
り
掲
載
し
て
い
る
も
の
で
、
選
者
は
設
け
て
い
ま
せ
ん
。

　このコーナーで紹介する皆さんの身
近な話題をお寄せください。
申・問　秘書課広報広聴班　内線3373へ
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健康文化都市
夢ふれ愛サー
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寛
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　市内には北総線沿いや今井など桜を楽しめる場所がたくさんあります。
そんな場所の一つ、市役所駐車場で 4日、市商工会青年部の主催する「し
ろい桜まつり」が開催されました。
　桜の花はまだ 5分咲き程度でしたが春らしい暖かい 1日で、祭り会場
は模擬店やフリーマーケット、太鼓の演奏などが行われ、たくさんの人
たちが訪れました。

■問

　市内にある日本中央競馬会競馬学校で騎手課
程28期生の入学式が2日に行われました。
　新入生は競争率約16倍を突破した男子6人、
女子1人で、四国や関西など全国各地から白井
にやってきました。
　この新入生は高校時代にボクシングのライト
フライ級で全国大会4冠を達成した男子や8年ぶ
りの女子合格者などで、これから3年間、親元
を離れ寮生活を送ります。新入生たちは市に転
入届を提出し「白井はナシ畑が多くのどかでの
んびりしていて落ち着きます。今できることを
精一杯して、必ず騎手になりトップを目指しま
す」と抱負を語ってくれました。

騎手の卵たちがやってきた

ソバ満開の全景

種目 クラブ名
卓球（ラージボール）

●Ｓ

インディアカ ●Ｍ
●Ｏ

ソフトバレー
●Ｓ
●Ｍ

レジスタンス・ト
レーニング教室 ●Ｓ

バドミントン ●Ｍ
●Ｏ

ショートテニス
●Ｓ

太極拳
●Ｍ

シニア体力アップ教室
●Ｓサッカー

ウオーキング・ス
トレッチ ●Ｍ

●Ｏ

種目 クラブ名
少年野球教室 ●Ｓ
キッズスポーツ ●Ｍ
グラウンドゴルフ

●Ｓ

卓球 ●Ｍ
●Ｏ

テニス

●Ｓ
●Ｍ
●Ｏ

ストレッチ・筋
力トレーニング

●Ｍ
●Ｏ

合気道 ●Ｍ

バウンドテニス

●Ｏ
模型飛行機教室

低学年スポーツ
教室

ソフトボール教室
※クラブ名の　は桜台スポーツクラブ、●Ｍは
スポーツコミュニティみなみ、　はONスポー
ツクラブです。
　日時・場所は問い合わせください。

プ　　ロ　　グ　　ラ　　ム

●Ｏ
●Ｓ

テニスを楽しむ子どもたち

地
域
で
つ
く
る

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

い
つ
で
も

誰
で
も

気
軽
に

1

　
「
誰
も
が
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
い
つ
ま
で
も
ス
ポ
ー
ツ
ラ
イ
フ

を
楽
し
も
う
」
を
合
言
葉
に
、
市
内
に
は
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
が
3
つ
あ
り
ま
す
。
こ
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
活
動
を
多
く
の
皆
さ

ん
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
今
号
か
ら
新
連
載
「
地
域
で
つ
く
る
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
」
が
始
ま
り
ま
す
。

お詫びと訂正　4月1日号10ページ広報カレンダーでお知ら
せした朝市の開始時間午前6時は午前7時の誤りでした。お
詫びして訂正します。

市役所にやってきた競馬学校騎手課程の新入生たち

桜の下で春のお祭り

模擬店やフリーマーケットでにぎわう会場


